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第六章　エミーリアのあやまち












　まんまとおびき出されたグウェンダリンは、一週間の謹慎となった。

　イルミナ同様、グウェンダリンも王太子妃候補からは一歩後退した形になる。とはいえ、彼女は名門侯爵家の娘だ。彼女の実家が他の候補者達を蹴落とす方向に動き始めるだろう。

　そんな噂が、ピクニックの翌日にはエミーリアのところまで届いた。夕食前にクリスティナのところに行ったら、彼女のところにも話は届いていた。

　自滅という形ではあるが、ライバルが減るのはラッキーだ。少なくともエミーリアは戻るように声をかけたし、その声に耳を貸さなかったという点ではグウェンダリンに非がある。

（……こちらには、たぶん加点があっただろうし）

　グウェンダリンに声をかけて連れ戻す努力をしただけではなく、誘拐しようとしてきた男達から守るのに成功した。これは、エミーリアの加点、つまりクリスティナの加点でいいはずだ。

　のんびりハーブティーを楽しみながらおしゃべりをしていたら、もじもじしながらクリスティナが切り出した。

「あ、あのね……？　一つお願いがあって……美容体操、皆にも教えてあげたいんだけど……」

「え？　何考えてるの！」

　思わず尖った声が出た。ついでに侍女としての分も忘れてしまった。

　毎朝開催されるエミーリアとクリスティナ、マンツーマンのヨガ教室は、クリスティナを健康的に痩せさせて丈夫な身体を作るためのものだ。

　それを、皆に教えろとはどういうことだ。そんなことをして、皆がより美しくなってしまったら、クリスティナが王太子の目にとまる可能性は低くなってしまうのに。

「あと、あの美容クッキーも皆に分けてあげて欲しくて……」

「おいこらちょっと待て」

　従姉妹とはいえ、一応主相手に言ってはならない言葉が出た。

　それもクリスティナは気にした様子もなく、にこにこおっとりとエミーリアを見ている。そんな様子を見ていたら、エミーリアの肩が落ちた。

「……なんで、そんなことを考えているのか、聞いてもいいかしら」

「あのね、ピクニックであなたがルイといなくなった後、あなたと普段何をやってるのかって話になったの。私が痩せた理由とか、姿勢がよくなった理由とか」

「それは食いつくでしょうねぇ……あなた、綺麗になったものねぇ……」

　エミーリアの苦労の結晶を吹聴してしまうのはどうかと思うが、クリスティナに口止めはしていなかった。

「せっかくライバルに差をつけたと思ったのにー！」

　ばったりとテーブルに倒れ込んだエミーリアは、そこからがばっと顔だけ上げた。

「どうして、そんなことを？」

「だって、皆でやった方が楽しいでしょう？　それに、もう約束しちゃったし」

「ああもうっ、約束しちゃったら断るわけにもいかないじゃない！」

　クリスティナが約束を破棄したら、王太子妃候補者なのに嘘つきということになってしまう。諦めて、美容体操教室を開催することに決めた。

（クッキーの方は希望者にレシピを配ろう……）

　作ったクッキーを配布するとなると、ここの厨房で働いている料理人達に面倒をかけさせることになる。レシピを配って、各人で対応してもらった方がいい。皆、料理人や菓子職人を連れてきているだろうから、専門家に任せよう。

（ダール豆を輸入しているのは、今のところうちが一番大手だから……うちを通して買ってもらえばいいわね。うん、我が家にもメリットがあったということで呑み込んでおこう）

　ダール豆の入手は、実家を通してもらおう。このくらいの役得はあってもいい。ウィンボーン子爵家は、すでに国内有数の資産家ではあるが財を増やす機会を逃してはならない。

「場所探しをしないとね。この部屋じゃ狭すぎるし」

「監督官であるキース殿下の許可もいただかないといけないと思うの」

「場所を借りる交渉ついでに、許可もいただいてくるわ」

　クリスティナを残して部屋を出る。滞在している建物を出て、キースがいる場所を目指して歩き始めた。

（借りるとしたら広間かしら……）

　メインの宮の広間なら、なんとかなりそうな気がする。そちらを借りられないか、交渉することにした。

　キースの部屋に行くと、彼は書類の山に埋もれているところだった。

「ウィンボーン子爵令嬢か。どうした？」

「妃教育に参加している女性達を集めて、美容体操教室を開きたいと思いまして」

「美容体操だと？」

「あー、殿下にはよくわからないですよね。わかりやすくいうと、健康的にスタイルをよくしようってことです。その体操をすると胸が大きくなったり」

「胸が大きく」

　キースの視線が、エミーリアの顔から下に降りる。

「そこは見なくていいです。腰が細くなったり」

「腰が細く」

　さらに、視線が下に降りた。

「そこも見なくていいです。あとは、腕も、足も適度に筋肉がついて美しくなります」

「いいことだらけだな」

「深呼吸をするので、新鮮な空気を身体に取り入れることにもなりますしね。ただ、今まではクリスティナ様だけだったので、自室で大丈夫だったのですが、他の令嬢にもお教えすることになったので、どこか広い部屋をお借りできればと」

　そんなに大人数は参加しない気もするが、場所は用意しておきたい。

「そうだな、舞踏会で使う広間を使えばいい。騎士団の方にも話は通しておく」

「ありがとうございます、殿下」

　これで場所の問題は解決できた。あとは令嬢達が早起きできるかどうかだが、そこは自分で頑張ってもらうしかない。キースの前から去ろうとしたが、不意に思いついたかのようにキースが口を開く。

「捕らえた男達についてだが、依頼を受けてハーバートン侯爵令嬢を捕らえようとしたようだ。依頼人は今捜査中だ」

「それ、私に言ってしまってよかったのでしょうか？」

「ウィンボーン子爵令嬢も当事者だろう」

　結局のところ、何もわかっていないということでもあるけれど。一礼して、エミーリアは今度こそ部屋を後にした。
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　今日もまた舞踏会が開かれることになっていて、皆、王太子との接点を持つのに必死になることは充分予測できた。

　そろそろクリスティナに支度をさせなければと考えたエミーリアは、隣室へと向かう扉を開いた。

（そういや、今日はフルヴィウス騎士団長は護衛として参加しないんだっけ）

　騎士団も交代で休みをとることになっているらしい。とはいえ、何かあったらすぐに駆けつけられるように、居場所もきちんと届け出てのことらしいのだが。

「さて、今日は新しいドレスにしましょう、クリスティナ様。今までのドレスはサイズが合わなくなりましたからね」

「ずいぶん細くない？」

「今なら着られますよ、クリスティナ様。一週間前に仮縫いして合わせたでしょう」

　一週間で仕上げてもらうのには特急料金が必要だったが、請求書はクリスティナの実家に回しておいた。仕立てたのは、ウィンボーン子爵家の傘下にある仕立屋だが、これもまた役得だ。

「ずいぶん、たくさんスカートを重ねるのね？」

「ええ。その分スカートがゆったりと広がるから、華やかに見えます」

　ドレスには、仕掛けがしてある。それを使う機会がこなければいいなと思いながら、エミーリアはクリスティナの支度を完成させた。

　今日、クリスティナが身に着けているのは鮮やかなエメラルドグリーンのドレスだ。上半身は身体にぴったりと密着していて、白いレースと真珠で作られた飾り襟をつける。スカートは何枚も重ねてあって、ふわふわとしていた。

「あなたもとても綺麗ね」

　エミーリアの方は、少し控えめ。アッシュピンクを基調としたドレスだ。

　クリスティナと似た飾り襟をつけているが、こちらはレースだけだ。スカートもクリスティナのものほどふわふわとはしていない。

「私も、そう思ってるの」

　悪びれずににっこりとして、エミーリアは壁の大きな鏡の前にクリスティナを連れていく。

「ほら。ちゃんと運動して、ご飯を適切に食べて、夜ゆっくり眠ったから前とは変わって見えるでしょう？」

「すごく健康的に見えるわ！」

「今日は化粧で誤魔化してないわよ。これが本来のあなた」

　クリスティナの健康状態は、ここに来てからの生活でかなり改善されていた。

　ぷよぷよだった頬は、柔らかそうでありながらもすっきりとしたラインに。ぷるぷるしていた二の腕も、ほどよく適切に筋肉がついている。

　なにより変わったのは表情だった。以前はおどおどと下を向くか視線を泳がせるかしていたのが、口元にゆったりとした微笑みを浮かべている。

「――だって、こんな、私……」

「たぶん、もう少し痩せた方がいいって言う人も多いと思うんだけど。私はこのくらいでいいんじゃないかなと思うの」

　折れそうなほどに細い腰――というわけではなく、適切な運動によって作られた健康的な体格だ。極端なダイエットをすれば、もっと細くなるだろうが、必要以上に痩せてもしかたない。

　以前病弱だったのも、きっと無理をして体重を増やさないようにしてきたからだ。

「前はもっと痩せていたけれど……このくらいで、いいわ。だって、前よりすごく身体が楽なんだもの。ありがとう、エミーリア。一緒に来てもらえて本当によかったわ」

「それならよかったわ。王太子妃に選ばれた時には、推薦状のことを忘れないでくれれば」

　と、冗談めかしてエミーリアは笑った。

　冗談めかしてはいるが、女官試験を受ける気満々なので推薦状は喉から手が出るほど欲しい。

「忘れていないわ……出せれば、いいけれど」

　また弱気なクリスティナが顔を出した。だが、すぐに晴れ晴れとした表情を浮かべる。今のクリスティナならば大丈夫だ。問題はない。

　会場となっている広間に入ると、もう、何人もの令嬢が先に来ていた。

　ほぼ毎朝一緒の時間を過ごしている彼女達は、エミーリアの姿を見つけるなりこちらに近づいてくる。

「明日の朝も教室はあるのでしょう？」

「ええ、もちろん」

「最近、身体の調子がいいのは、真面目に体操しているからかしら」

「続けていたら、いいことあるわよ」

　そんな話をしていたら、ちゃっかり美容教室に参加しているグウェンダリンが姿を現した。ピクニックの時に途中で置き去りにされていた二人の侍女も一緒だ。

「私、思うのだけど……よく毎朝教室に参加できるわよね」

　そうささやいたのは――メイリーだ。イルウォート伯爵家の娘でディーン伯爵家のシンシアと共に王太子妃候補二番手と三番手を争っていた。

　グウェンダリンが謹慎したことによって、自分にも有利な状況が回ってきたと判断したようだ。

「……そうかしら？　だって、ハーバートン侯爵家の勢力は、以前と変化がないのよ？　謹慎が開けたのなら、いつまでも内にこもっている必要もないのではないかしら」

「……そうね」

　クリスティナの言葉に、メイリーは面白くなさそうに口をつぐんだ。

　ハーバートン侯爵家は、国内でもかなりの影響力を持つ家だ。グウェンダリンのやらかしについても、実家の権力でどうにでももみ消しできる。

　妃教育の間の出来事が、民に喧伝されるわけでもないし、謹慎を終えたら復帰しても問題はないのだ。ハーバートン侯爵家ほどの勢力を持っているのなら。

（さっさと殿下がお相手を決めてしまえばいいのに……なんて、クリスティナには機会が回らなくなってしまうから、やっぱり駄目だわ）

　王太子であるジャレッドは、今日もあちこちの令嬢の間を歩き回っていた。未来の王太子妃に相応しい令嬢を探しているのだろう。

　キースや妃教育の教師達からあがってくる報告だけでは判断せず、自分の目でもきちんと確認しようとしているのならば、その点は評価してもいい。

「あら――グウェンダリン嬢の方へいらしたわ」

　そうささやくメイリーの声音に、嫉妬の色が混ざった。

「あら？」

　一度視線を外したものの、メイリーの声にまた視線をジャレッドの方に戻す。

「――今日は誘われないのね」

　嫉妬から嘲笑へ。

　わかりやすいのはいいけれど、ここまで露骨に内面を見せてしまうのは、未来の王妃にはふさわしくないのではないだろうか。

　メイリーの動きも今後は注意しておいた方がいいかもしれないと思いながら、エミーリアはクリスティナの側に寄る。

「どうせだから、王太子殿下とお話ししてきたらどう？」

「……でも」

　もじもじしているクリスティナの背中をそっと押す。今まで何度か話をしているから、どうにかなるだろう。

「大丈夫、別に大嫌いって宣言されたわけじゃないでしょう？　ここに集まっている人達、皆同じ条件なんだから」

「そうね。行ってくる。後悔したくないもの」

　えいと小さくつぶやいてから、クリスティナはジャレッドの方へと歩いていった。勇気を振り絞ったらしく、真っ赤な顔をして彼に話しかけている。

　クリスティナの方を振り返ったジャレッドが、にこやかに応じた。そして、クリスティナの手を取って、ダンスへと連れ出す。

（……やった！）

　心の中で高々と右手を突き上げる。

　今まではジャレッドに話しかけられるのを待っているだけだったクリスティナが、自分から動いた。しかも、二人でダンスまで。

　今までと比較したら、大きく前進だ。安堵の息をついた時、今度はエミーリア自身に声をかけられた。

「ウィンボーン子爵令嬢、少しいいか」

「……殿下」

　そこに立っていたのは、キースだった。驚くエミーリアの側まで来ると、手を差し出す。

「――一曲、相手を頼む」

「私が？　……私、クリスティナ様の付き添いなのですが」

「クリスティナ嬢にしばらく付き添いはいらないだろ？　兄上が一緒なんだから」

　目線で示された先では、クリスティナとジャレッドが手を取り合って踊っている。

　その周囲にも、いくつもペアができあがっていて、たしかにしばらくの間は離れていても大丈夫そうだった。

（……気まずいな）

　エミーリアは視線を落とした。気まずい。ものすごく気まずい――。自分の行動が、誉められたものではないことぐらい承知していた。

　先日、深夜に張り込んでいる時、彼にはかなわないのだと思い知らされた。それなのに、グウェンダリンが危機に陥った時、何も考えずに飛び出してしまった。

（……勝てると思って突っ込んだわけじゃないもの）

　と、心の中で言い訳を重ねる。

「なんだ、俺が相手じゃ不満か？」

　こちらに手を差し出したキースが、不満げな顔になる。

「いいえ……よろしくてよ、殿下」

　つんと顎を上げて、演出したのは少々高飛車な様子。キースは肩を揺すって笑い始める。虚勢を見透かされたみたいで、今の発言をすぐさま後悔したくなる。

（ああもう、落ち着きなさい。落ち着きなさい……！）

　顔にかぁっと血が上って、心臓がドキドキし始めている。

　手も足も緊張で震えていて、正面にいるキースの顔をまともに見られない。

　ただ、キースのリードは非常に巧みで、エミーリアは何も考えずに彼についていけばよかった。
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「先日は、ご苦労だったな」

「……いえ」

　ちらりと視線を走らせる。

　大丈夫、クリスティナはジャレッドと一緒にいるから問題ない。てっきり、怒られるものだと思っていた。

「あれだけの腕前にまで到達するのは、半端な努力ではないだろう」

　感心したような目で見られているけど、まさか――王宮騎士団への勧誘だったりするのだろうか。優雅にダンスに興じているように見せながらも、エミーリアの眉間には深い皺が刻まれる。

「それで、何が目的なのですか」

「いや、好奇心がわいただけだ」

　この好奇心は、男女の色っぽいアレコレに繋がるものではなさそうだ。女官としてお勤めに出るのだから色っぽいアレコレを期待されても困るわけだが。

（それ、どう見ても観察対象……）

　王子殿下とお近づきになれたのは、いいことなのか悪いことなのか。くるりと回された時に、こちらを凝視していたフルールと目があう。

「トレヴィラ男爵令嬢が踊りたそうにしていますが？」

「俺は逃げる。ウィンボーン子爵令嬢も好きにしろ」

　ちょうどそこで曲が終わる。エミーリアを離すなり、キースは素早く人の間に紛れ込んでしまった。フルールに声をかける隙すら与えない。

　クリスティナを探せば、ちょうど戻ってきたところだった。

　王太子殿下と、実りある会話ができたのだろうか。そこは気になるけれど、追及しないでおくことにする。

「ずいぶん、楽しそうだこと」

「グウェンダリン嬢……何か御用？」

　クリスティナは首を傾げた。

　エミーリアとクリスティナのところに近寄ってきたグウェンダリンの手には、ワインの入ったグラスがある。赤は危険な色だと、エミーリアはぼうっとグラスを見ていた。

「この間は助かったわ」

「……え？」

　こちらに向き直ったグウェンダリンが何を言っているのかわからず、エミーリアは目を瞬かせた。自分、何かやらかしただろうか。

「だから！　私が襲われかけた時に、助けてもらって――その――ありがとうって言いたかったのよ！」

　この場合、ツンデレかと突っ込むのが正解なのだろうか。突っ込んだところでわからないだろうから、笑みを浮かべるにとどめておく。

「本当に悪かったと思ってるんだってば！」

「はい。それはわかってます」

　グウェンダリンが頭を下げて謝罪するって、たぶんめったにないことだ。わずかに顔が赤くなっているのは、自分がやらかした自覚があるからだろう。

「今後は、勝手な行動はとっては駄目です。キース殿下にもそう言われたでしょう？」

「……言われたわよ。反省はしているわ」

　反省しているのならば、エミーリアから言うべきことはこれ以上はない。これで話は終わったと思ったら、風向きが変わった。

「ねえ、一つお願いがあるのだけれど、聞いてもらえるかしら」

「内容を聞いてみないとなんとも言えません」

「前から考えていたのだけれど、あの時あいつらを蹴り倒した方法を教えてもらえないかしら」

「はい？」

　あまりにも思いがけない言葉を聞いたから、思わず変な声が出た。そんなエミーリアにはかまうことなく彼女は続ける。

「だって、護身術というか、軽く自分の身を守ることくらいできた方がいいんじゃないかと思うのよね」

　それは、かつて家に武術の達人を招いてほしいと父におねだりした時にエミーリア自身がした言い訳だったが、他の人の口から出てくると奇妙な気がする。

「あら、それってすごくいい考えだと思うわ。私も賛成」

「クリスティナ様、あなたまでそんなことを言い出さなくても……」

　たしかに護身術教育はあってもいいとは思うが、ドレスでできることなんてたかがしれていると思う。

　それに、エミーリアが学んできたことを貴族の令嬢にそのまま伝えても実践するのは難しそうだ。

「そうねぇ、騎士団に協力をお願いする……とか？　たぶん、犯罪者の手口とかも騎士団の人達の方が詳しいだろうし」

「それならぜひ――きゃあっ」

　話が盛り上がっているところではあるが、グウェンダリンが急によろめいた。真正面からクリスティナに激突する。

　グウェンダリンの手には、ワインのグラスがあった。当然、正面にいたクリスティナにワインがかかってスカートがびしょびしょになってしまっている。

　今日選んだ色はエメラルドグリーンだから、さほどワインの染みが目立つわけでもないが、このまま放置しておくわけにもいかない。

「あ、ご、ごめんなさい……大丈夫ですか、グウェンダリン様。靴の踵が……ごめんなさい、まあどうしましょう」

　グウェンダリンに体当たりしてきたのは、フルールだった。靴の踵が急に折れてしまったのだと謝罪の言葉を繰り返す彼女は、本当にうろたえているように見えた。

　侍女としてここに来ているのに、グウェンダリンやクリスティナといった妃教育の参加者に体当たりして、ワインでびしょびしょにしてしまう。とんだ失態である。

「クリスティナ嬢、部屋に戻って着替えた方がいいわ。私の予備でよければ使ってくださる？」

　グウェンダリンに悪気はまったくない。これは完全な事故だ。その証拠に、自分のドレスを提供しようかなんて言い出した。

　クリスティナも、自分のドレスを見て戻った方がいいと判断した様子だった。

「クリスティナ様、お待ちを。濡れたのがスカートだけなら、お着替えに戻らなくても大丈夫だと思いますよ。大丈夫。問題ありません。そのまま、動かないで」

　クリスティナを立たせておいて、エミーリアは、飾り襟を外す。次に一番上に重ねたスカートを取り外した。幸い、被害にあったのは、一番上のスカートだけのようだ。

　下の布は何枚にも分かれている。

　そのうち二枚を取り上げ、上半身の方へ持っていくとエミーリアはその布をクリスティナの首の後ろで交差させた。さらには、ドレスの腰の部分にあった飾りを、交差した部分に移動させる。

　ホルダーネック状態になった首の後ろから、長い布がひらひらして、華やかな雰囲気だ。

「……備えあれば、憂いなしって言うんですよ！」

　エミーリアは胸を張った。

　必殺、タマネギドレス。

　なんのセンスもないネーミングだが、基礎となる考え方はエミーリアが提示した。このドレスは、エミーリアの発想をもとにデザイナーと仕立屋がものすごい苦労をして仕上げたものだ。

　これは、前世で従姉妹が結婚式を挙げた時に着ていたドレスを参考にして作ったものだ。

　新郎側も新婦側も、幼い子供の出席者が多かったため、子供に汚されても慌てず対応できる服を着ることにしたそうだ。そして、新婦は何通りかの着こなしができるように工夫したドレスをオーダーしたと教えてもらった。

　挙式の時には、ボレロを羽織り、披露宴では脱いでいた。さらに、スカートも細身のスカートの上にもう二枚重ねていた。

　実際、ケーキのクリームを手につけたままの子供がスカートに触ってしまった時、その場で一枚剥ぎ、それを抱えた介添え役の人が鮮やかに退場していったのを覚えていた。そして、二枚目のスカートは水を零されて剥がされた。

　最初のうちは、華やかに広がっていたドレスが、次第に細身のラインに変化していく様は、しっかり写真に残っている。今のエミーリアが見ることはできないが。

「グウェンダリン様も気になさらないで。だって、不幸な事故ですもの」

　不幸な事故を、必要以上に強調すると、エミーリアは外したスカートと飾り襟を手に、一度その場を離れようとした。

　たぶん、フルールがわざとやったのであろうことはわかっているが、今は追及しないでおく。絶対ややこしいことになる。

「クリスティナ嬢、ドレスを見せてくださる？」

　令嬢達がクリスティナの周囲に集まり始める。

「……ふぅ」

　広間を退出したところで、思わず息をつく。タマネギドレスをお披露目する機会がこんなに早くくるとは思ってもいなかった。その後の会は、穏やかな進行となった。
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　エミーリアの考案したタマネギドレスは、現在妃教育の場で大流行中である。

「……流行っているのはいいことだけど」

　ドレスを新しく買ってもらえるのは、家業にとってはありがたいのだが、お互いに『ついうっかり』ワインを零す習慣を改めた方が早い気もする。

　依頼が殺到したデザイナーや仕立屋からは、お礼の品が山のように届けられた。今後も何かとよろしくということらしい。

　うららかな日光を浴びながら、庭園に置かれたベンチに腰かけたエミーリアはつぶやいた。

「王宮の裏ボス目指す予定が……」

「裏ボスってなんだ？」

「殿下。横からつっこまないでください」

　いったいどこから出てきたのだ、この人は。キースは、ひょいとエミーリアの隣に腰かけた。

　今日は、一日自由の日だ。令嬢達にも休息は必要である。

　クリスティナは自室で読書をすると言っていたから、エミーリアも自由に過ごしているわけである。

「王宮の裏ボス？」

「うっかり口から零れただけです。聞かなかったことにしてください」

　連れ立って、おしゃべりしながら歩いている令嬢達もいれば、ベンチに腰を下ろしてのんびりしている人達もいる。

「女官試験を受けるつもりなのに、話が思ってもいなかった方向に転がっているので、困惑しているというか……想定外の事態がいろいろと起きまして」

　クリスティナのために考案したあれこれがすっかり評判になった。それはいいのだが、ついでのようにエミーリアのところにわらわらと縁談が持ち込まれるようになっていた。

　エミーリアはあくまでも侍女として入っていて、王太子妃候補ではない。

　女官試験を受けるつもりなのは口外していないから、今のうちに話をまとめてしまおうということなのだろう。丁寧にお断りはしているが、お断りするのにも気を遣うわけで。

「わざわざ女官試験なんか受ける必要ないだろうに」

　そうつぶやいたキースの言葉も間違いではない。

　女官試験を受けるつもりならば、妃教育に参加している場合ではない。今頃必死に最後の仕上げをしている頃合いだ。

「今なら、新しい縁談よりどりみどりだろ？　ウィンボーン子爵家と縁を結びたい貴族は山ほどいるだろうに。ウィンボーン子爵令嬢自身の有能さも最近評判になってる」

「そうですね。でも……あんまり興味ないんですよねぇ、結婚には」

　零れるのは、深々としたため息。

　父の望む娘になりたくて、アディルとの繋がりは絶たないようにしてきた。彼を愛することはできなかったけれど、婚約者として、やるべきことはきちんとやってきたつもりだ。

「アルヴァス卿とは、婚約してたのに？」

「あれは、幼い頃に、父が決めたものです。私も……嫌いではなかったですよ？」

　正直なところ、彼とは合わないとは思っていたが、生理的嫌悪感まで持っていたわけではなかったし、十年の間、婚約していたという情もあった。

　男女の愛は無理でも、家族愛なり信頼なり、別の絆を結ぶ努力は生涯続けるつもりだった。

（貴族の結婚なんて、そんなものだっていうのもわかっていたし）

　こちらの世界に生を受けて十八年。

　ある程度、自分の常識とこちらの常識の擦り合わせもできている。アディルが浮気しなかったら、エミーリアの方から婚約を解消することはなかった。

「変なところで諦めがいいんだな」

「私がもっと情熱的だったら、別れないで済んだかもしれませんね。我が家からの資金援助も、負担だったみたいですし」

　一応の努力はしたが、情熱は皆無だった。アディルはそれが物足りなかったのだろう。

　他にもいろいろ思い当たる節はある。エミーリアの背後にウィンボーン子爵家の財力が見え隠れしているのも嫌だったのだろう。

「父に新しい縁談を探してもらうより、いい機会だから、自分の力でどこまでできるのかやってみたいと思ったんです」

　前世のことまで言っても、きっとキースにはわかってもらえないし、自分の考え方がこの国の貴族としてはだいぶずれているのはわかっている。父が、それを心配しているのも。

「結婚したって自由に生きられるんじゃないか？　そういう相手もいるだろう」

「私の自由とは、まずは、自分の足で立つことです。女官試験に受かって、仕事を覚えて――考えるとしたらその先です」

　エミーリアの目には、キースはまったく映っていない。見つめているのは、エミーリアが自分の手で掴む未来だ。

「そうか。それなら……頑張れ。俺はそろそろ行く」

　言いたいことだけ言うと、キースは立ち上がった。エミーリアも立ち上がって頭を垂れる。

（近づいちゃいけない人なのは間違いないだろうけれど）

　少なくとも、彼はエミーリアの夢を笑うことはなかった。それだけは、ありがたい。

「……すっかり殿下のお気に入りね」

「クリスティナ、見――じゃなかった、クリスティナ様、ご覧になっていたのなら、助けてくださってもよかったでしょうに」

　キースを見送ったかと思ったら、今度はクリスティナに声をかけられる。

　うっかり侍女モードではなく、従姉妹モードになってしまったエミーリアがおかしかったらしく、くすくすと笑ったクリスティナは、今までキースの座っていた場所に腰かける。

「でも、王子殿下とお近づきになるのは悪くないと思うの。あなたが女官を目指すのなら、宮中に知己が多いにこしたことはないもの」

「それは、そうだけど――そうですけれど」

　父が入手してくれるという推薦状にプラスしてキースと親交があれば、女官としては好待遇でスタートできるだろう。

（そういう理由で殿下に近づくのも違う気がするのよねぇ）

　キースの見透かすような目が怖いとか、王族の側にはできるだけ近寄りたくないというか。それもあるけれど、そもそも打算で人と接することは極力したくないというか。

　やはり、心の中には前世の記憶が残っている。

「打算だけで動けたらよかったのにね」

　クリスティナの声に、同情するような色が混ざる。むっと唇を引き結んでクリスティナを見る。

　ここ何週間かの間に、クリスティナはすっかり変化していた。一番大きな変化は、表情の端々に自信が見えること。

（……お父様との賭けは負けてしまったとしても、クリスティナが自由に歩けるようになったのだから、それでよしとすべきかもしれないわね）

　家に引きこもりがちだったクリスティナが、大きく変わった。王太子妃になれなかったとしても、少なくともクリスティナの未来を開くことには成功したわけで。

「そうそう、ドート子爵家のイルミナ嬢だけれど……王太子妃候補からは、正式に外れたみたいね」

「そうなの？」

　不意にクリスティナが話題を変えて、一瞬エミーリアは戸惑った。

「先ほど、父から聞いたの。監督官の報告を受けて、ジャレッド殿下がそうお決めになったみたい」

「……そうなの」

　このまま最後まで王宮に残るけれど、あくまでも花嫁修業ということになるのだそうだ。こういうところでも、実家の権力の違いがものを言う。

（トレヴィラ男爵令嬢は、あてが外れてしまったかしら）

　どういう伝手を使って、イルミナの侍女として妃教育に潜り込んだのかはわからない。

（最近の言動見てると、キース殿下に狙いを変更したみたいだものね……）

　そうなのだとしたら、アディルが気の毒だ。

　十年前から決まっていた婚約者を捨てて、新しい恋を見つけたつもりなのに、相手はさらに他の男性を射止めようとしているなんて。だからといって、よりを戻すつもりにはなれないが。

「ねえ、エミーリア。私……もうちょっと頑張ってみようと思うの。あなたのおかげで、今まで見えていなかったものがいろいろ見えてきたから」

「そう？　それなら、よかった。ええ、あなたにはあなたにしかできないことがあるわ」

　クリスティナが決意を新たにし、父の思惑にのったのは間違いではなかったと安堵した時だった。不意に目の前に人が立ち、視界に影が落ちる。エミーリアは、視線を上げた。

「――エミーリア、話がしたい」

「アルヴァス卿……何かご用ですか？」

　名前で呼ばれたのを無視し、あえて家名で呼んでやれば、アディルはエミーリアの対応が予想外みたいだった。顔を引きつらせている。

　アディルの姿を見たとたん、胃のあたりがぎゅっとなったような気がした。

　もともと彼に対して、明確な好意があったというわけではない。彼との婚約が解消された時にはくるくる回って喜んだ。

　――それなのに。

　なんで、こんなに胃が締め付けられたような気分になるのだろう。

　にこにことしながら、アディルがこちらに手を差し出しているのに気がついて、ますます胃のあたりが痛くなる。

　普通なら、婚約の解消というのは大事なのだ。真実の愛に出会ったからというだけの理由で、簡単に破棄していいことにはならない。

「申し訳ないけれど、今、エミーリアは私と話をしているのです。後にしていただけないかしら」

「クリスティナ嬢、俺は」

「クリスティナ様、私なら大丈夫だから――アルヴァス卿、向こうで話をしましょう」

　心配そうなクリスティナに微笑みかけ、エミーリアはベンチから立ち上がった。

「――俺は、君と別れたことを後悔している」

「だから、何？」

　あとから悔やむくらいなら、別れる前に考えるべきだったのだ。あんな風に、いろいろな人を裏切って話をなかったことにするくらいなら。

「私は……後悔なんてしていません。あなたの判断は正解だったと思っています」

　父との約束というだけで来た妃教育だったけれど、今ではやりがいを感じている。

　厨房の料理人達と試行錯誤を繰り返した美容クッキー。妃教育に参加している令嬢のほぼ全員が参加しての美容体操。

　久しぶりに再会した時にはおどおどしていた従姉妹が、自分から積極的に動くようになった。

　アディルと婚約していた頃はできなかったことを、一つ一つ実現しているところだ。

　険を帯びたエミーリアの声音に、アディルは困った顔になる。

「違う、そうじゃない。待ってくれ！」

「……何ですか？」

「最近の、君の評判を聞いた。君が……とても生き生きとしているのを見ていたんだ。クリスティナ嬢を、王太子妃にするためにいろいろ頑張ってるって。それを聞いたら……今の君なら好きになれそうな気がしたんだ」

「ひょっとして、あなた……野心家の女性が好きだったの？」

　ポエムを書いて送ってくるくらいだから、てっきりおとなしい女性が好みなのかと思い込んでいた。

「どちらかと言えばね。フルールに惹かれたのも、前を向いているたくましいところがいいなって思ったからだし。親の財産でぬくぬくしている――」

　思わずじろりとアディルを見た。苦笑した彼は、顔の前で手を振った。

「ごめん。ただ、婚約していた頃は、甘やかされている現状に満足しているように見えていたから……そういうところは、あまり好きじゃなかった」

　その言葉に思い知らされる。エミーリアも間違っていた。

　どうせ父の決めた婚約だ。だから、好意を持つとか持たないとかその前に、アディルの好きそうな女性を演じていたら問題ないと思っていた。

　子爵家の財産で贅沢をするのも、当然の権利として受け入れてきた。甘やかされてきたのも否定はしない。

「エミーリア……」

　懇願するようなアディルの口調に、一瞬だけ心が揺らぐ。

　もしかしたら、今なら、アディルと正面から向き合えるかもしれない。上っ面だけの円満な関係ではなく、強い繋がりを持てるかもしれない。

　けれど、揺らいだのはほんの一瞬。

「あなたのやり方だけは許せないわ。あんな風に、両家で決めた約束事を破るべきではなかった」

　自分でも、思っていた以上に嫌みな口調になった。そのことに若干動揺して顔が引きつる。

「そんな――俺は、君への気持ちを」

「聞きたくないわ。もう遅いの。私とあなたの間にあった縁はすっぱり切れてしまったわ」

「エミーリア！」

　だが、今日のアディルはめげなかった。足早に立ち去ろうとするエミーリアの耳にも届くように声を張り上げる。

「俺は、君にふさわしい人間になる！　君に釣り合うようになったら迎えに行くから――」

「待ちません！」

　何が、君に釣り合うようになったら――だ。その言葉は、少なくとも三年前に言うべきだった。

　今までアディルは、エミーリアの実家からの援助で甘い汁を吸っていただけ。援助に対し、感謝する素振りさえ見せてくれたことはなかった。

　それは、彼の家の方が格上だから。結婚できるだけありがたいと思えというアディルの驕り――ひいては、彼の家の驕りでもあったのだろう。

　だが、今は形勢が逆転してしまっている。

　アディルに与えられたのは、『長年の間よくしてくれた婚約者を裏切った男』という評価。

　エミーリアが得たのは、『王宮内で着々と勢力を伸ばしつつあるやり手』という評価。クリスティナが王太子妃にならなかったとしても、今後エミーリアの影響力は大きくなるのは間違いない。

（そう言えば、最近急激にモテ始めたのよね……）

　父のところに持ち込まれる縁談だけではない。

　妃教育に参加している令嬢達を通じて、エミーリアのところに届けられる手紙。いわゆるラブレターというやつは、日々その数を増やしている。

　令嬢達も面白がって協力しているのも、その理由だろう。実家の財力ではなく、エミーリア本人に興味を持ってくれる人が増えたのはいいことなのかどうなのか。

（今となっては遅いのもわかっているけれど）

　最初から投げ出さないでちゃんと向き合っていたら、アディルとも違う関係を築くことができたのかもしれない。

　父が望んだみたいに伯爵夫人になって、のんびり穏やかに暮らしていたとしたら。面白みはないかもしれないけれど、こんなにたくさんの人を巻き込んだ騒ぎにはならないですんだだろう。

「……なんで、今頃話しかけてくるのよ」

　それに……やっぱり、自分が間違っていたとわかっても、今さら時間を巻き戻せるわけでもない。自分への苛立ちを抑えられなかった。

「大丈夫だった？」

　クリスティナが、心配そうな顔を向けてくるのが申し訳なくなってくる。

「ちょっと……いろいろと自己嫌悪中。体操してこようかしら」

「いつもの美容体操？　私もやりたいから、一緒に行くわ。天気がいいから裏庭にしましょうよ」

　せっかくの自由時間なのに、と言いかけたけれど、クリスティナが付き合ってくれるというのがありがたい。

　動きやすい服装に着替えてから裏庭に向かった時には、なぜかグウェンダリンとおまけにその侍女達まで来ていた。

「グウェンダリン様、どうかなさったのですか？」

　彼女達も動きやすい服装をしているのに気がついて、エミーリアは首をかしげた。

「少し、身体を動かそうと思っただけよ」

　詳しい事情はわからないものの、グウェンダリンも侍女達も、なにやら腹に据えかねることがあったようだ。

「私達は、私達でやるからエミーリア嬢も自分のやりたいことをしたらいいわ」

　エミーリアにはそれ以上かまわず、侍女達が隅に人形を立てる。エミーリアのアディル人形にそっくりだが、こちらは藁でできている。

「えーい！」

「そーれ！」

　人形に向かって、グウェンダリン達が投げつけているのは、黄色いボールだ。

「あの……、それ……は……？」

　さすがのエミーリアも毒気を抜かれてたずねた。

「先日の、騎士団主宰の護身術講座でやったのよ。あなたは来ていなかったけれど」

「……ああ……私は、キース殿下に呼ばれていたから参加しなかったんだ」

　あの時は、クリスティナも参加していたはずだ。

「……女性の力では太刀打ちできないから、まずは近づけないようにって」

「それはまあ、いいんだけど」

　ぽよーんぽよーんと投げつけられるボールに、どれだけの威力があるのかは謎だ。

「あとは何やったの？」

「背後から抱きつかれたら、下に抜けて逃げろとか」

「……ああ」

「一応反撃の方法も教えてもらったわ」

　使うことはないだろうけれど、反撃の方法まで学んだのか。

　楽しそうな令嬢達を横目で眺めながら身体を動かす。少しだけ、うっぷんが晴れた気がした。

















第七章　王宮に広がる悪夢












「結局、グウェンダリン嬢が誘拐されかけた件はわからないままなのね」

　自分の部屋で、父から送られた手紙を読みながらエミーリアはつぶやいた。手紙には、父が集めた情報について記されている。

　男達の自供により、グウェンダリンを拉致する計画であったことは明らかになったようなのだが、理由まではわからないらしい。

　ルイに手を貸してもらって調べているけれど、こちらの調査も行き詰まっている。

「どうやって手紙を届けたのかもわからないみたい。このあたりって入れる人間は一応制限されているしねぇ……」

　妃教育の成果を確認するための舞踏会は開かれるし、休みの日には、王宮の庭園も開放される。家族や友人との面会まで制限されているわけではないが、参加者以外が自由に入れるわけではない。

「手紙を書いた人については、ある程度絞れそうな気もするのよね」

「なんで？」

「使われたのは王族専用のレターセットだったって、キース殿下が言ってたじゃない。だから、グウェンダリン嬢も信じ込んだって」

　グウェンダリンは、王家との繋がりも比較的強い侯爵家の娘だ。

　王家特注のレターセットについても知っている。彼女が王太子殿下からの密かな誘いだと思い込んだのは、レターセットが見慣れたものだったという理由もあった。

「王家の紋章なんて、皆知ってるんじゃないの？」

「便箋のどの位置にどんな大きさで紋章が入っているか、ルイ知ってる？」

「……えっと」

「私は、知らない。お父様なら知っているかもしれないけど……私に個人的に手紙が来ることってないから」

　仕事の都合上、国王と会う機会の多い父にはしばしば王家から手紙が届けられるが、エミーリア個人に手紙が届く理由もない。

　父の書斎で封筒は見たことあるが、便箋がどんなものかまでは知らなかった。

「そうか。王家で使っているレターセットがどんなものか知ってる人が差出人ってことになるね。本物を持ち出したのか、偽物を作ったのかまではわからないけど」

「そういうこと。持ち出すのもそんなに難しくはないと思う。だって、王太子殿下の部屋だけじゃなくて、こちらにもあると思うの。キース殿下の仕事部屋」

　キースは一日の大半こちらに詰めているから、彼が使うためのレターセットは、騎士団の詰め所に用意されているはずだ。

「うまくやれば、私にも持ち出せると思う。キース殿下の使っている机の引き出しに入っているのだろうし」

「……あー。それじゃ容疑者絞れないねぇ……それもそうだけど、今、国境近辺が騒がしくなってるの、君知ってた？」

「お父様がぼやいてたわね。また警護増やさないとだめだって」

　それもまた、父からの手紙に書かれていた。

　国内の郵便事業を任されているウィンボーン子爵家では、国中に馬車を走らせている。

　警備についてもウィンボーン子爵家で全て手配しなければならないため、近頃出費がかさんで大変らしい。

「『闇の翼』だっけ？　勢力増しているらしいわね。元騎士が絡んでいるんじゃないかって噂があるってお父様からの手紙に書いてあったけど」

　国境付近に出没する賊が使う剣の流儀が、元騎士によく見られるものに変化しているらしい。

　なんらかの事情で騎士をやめた者が食い詰めて悪党になるなんて話もよくあるわけで、今はそちらに注意を払って捜査は進められているようだと父からの手紙には書いてあった。

　そのため、グウェンダリンの父であるハーバートン侯爵は、王宮騎士団の人員も国境地域に送るべきだと主張しているらしい。それが、騎士団との間がぎくしゃくする要因になっているのだとか。

　王宮騎士団は、国内の騎士団の中でも最高峰。

　実力がなければ入団は許されないし、入団が許されたとしても後ろ盾がなければ出世は難しい。

　それでも、入団できただけで国内の他の騎士団の騎士団長より格上に見られる風潮があるというわけで、騎士としては最高の地位なのだ。

　その分、所属する騎士は気位の高い者が多く、要人警護以外の仕事をするのを嫌がるものもいるのだとか。

「王宮騎士団は、盗賊にとっては面倒な相手だよね。ハーバートン侯爵に手を引かせたいなら、グウェンダリンを交渉材料に使うのが早いんじゃないかな」

　ルイの言いたいこともわからなくはない。グウェンダリンを人質に取って、交渉しようとしたのではないかということだろう。

　三台の馬車を用意したのは、どの馬車にグウェンダリンが乗せられたのかわかりにくくし、捜査をかく乱するため。

　あのままグウェンダリンの拉致に成功していたとしたら、三方向に分かれて走り出せば、どの方向に馬車が向かったのかわからないだろう。

　地面に残された車輪の跡を追ったとしても、三台分を追うには時間も人手も必要になる。きっと、グウェンダリンを見つけるのは難しかったはずだ。

「……ルイ。私、すごく嫌なこと、思いついちゃったんだけど」

　あの時も思ったのだ。

　騎士団が見回りを終えた直後に、馬車が停められた。見回りのスケジュールは、事前にある程度決められていたはずだ。

　――となれば。

「内通者がいるんじゃないの？」

　騎士団の怠慢というより、騎士団が積極的に情報を流したという方が正解なのかもしれない。騎士団の中に情報を流している者がいるのだとすれば、このまま放置しておくわけにもいかない。

「キース殿下に教えた方がいいかも。ルイ、お使い行ってきてくれる？」

　たぶん、このくらいのことはキースもわかっていると思うが気づいてしまったのだから告げないわけにはいかない。

　だが、キースのところに自分で行くのはごめんこうむりたい。ここのところの、あれこれを考えたらなおさらだ。

「断る！」

「あなたねぇ……」

　いい笑顔でルイに言われてしまい、どうしてもルイでなければだめという話でもないかと思い返した。

　羽根の手入れにかかったルイを残して、エミーリアは部屋を出る。

　隣室をのぞいてクリスティナに留守にすると声をかけたら、せっせと手紙を書いているところだった。

「実家に？」

「いえ……その……殿下……に……渡せるかわからないけど……あまり、お話をする時間もないし……やっぱり、ダメ……かしら……？」

「いいと思うわ。今度お話しする機会があったら、押しつけたらいいわよ」

「押しつけるって」

　真っ赤になってもじもじとしていたクリスティナは、エミーリアの言葉にくすりと笑った。

「あなたの言葉を聞いていると、すごく簡単なことみたいに思えてくるわ」

「でしょう？　機会がなかったら、私が押しつけにいってもいいわ」

「あなたなら、やってくれそうだけど……自分で渡せるように頑張ってみる」

　クリスティナが、やる気になってくれたのはいいことだ。

　エミーリアは機嫌よくクリスティナの部屋を後にして、今度こそキースのいる部屋へと向かった。

　キースの部屋の前に立っている騎士に頼んで連絡をとってもらう。招き入れられたところで、キースはエミーリアの話を真面目に聞いてくれた。

「ウィンボーン子爵令嬢の言うことは俺も考えた」

「ですよねー。でも、一応、お話ししておくだけはしておこうかと思ったんです」

「ロイズに話さなかったのは、俺と話す機会がほしかったとか？」

　机に頬杖をついたキースは面白そうな表情でこちらを見ている。その彼の表情を見ていたら、なんだかいらっとした。

　なんでロイズに話をしないで、直接こっちに来たのだろう。騎士団のことなら、トップのロイズに話すのが一番いいだろうに。

「そんな機会より、女官試験の推薦状が欲しいです」

　そんなことを考えながらぴしゃりと返すと、キースは肩を揺すって笑い出した。

「わかった。考えておこう」

「とりあえず、ご報告はすみましたので失礼いたします」

　これ以上キースの側にいる必要も感じられなかったので、そこで退室させてもらうことにした。

　やるべきことはやったと満足していたのに、部屋に戻る途中で今度は会いたくない人間に見つかった。

「ねえ……エミーリア嬢」

「トレヴィラ男爵令嬢……何かご用？」

　低い声で呼びかけられて振り返る。フルールがエミーリアになんの用なのだろう。

「あなたの元婚約者、引き取っていただけないかしら」

　その言葉をぶつけられた時のエミーリアの反応は、というと。

　ぽかん、というか。唖然というか。あまりの出来事に反応できなかった。

「ドート子爵家への伝手を作ってくださったことには感謝しているけれど、あなたとの婚約破棄の原因が私だと思われていて迷惑しているの」

「もうアディルは使えないから、用が済んだらぽいってこと？」

　思いがけない言葉に、エミーリアの声が裏返った。

　たしか、アディルに別れを告げられた時、フルールはこう言っていたはずだ。愛し合っているから許してほしい――、と。

　イルミナとフルールの接点を作ったら、アディルは用なしということか。真実の愛とやらはどこにいった。

「トレヴィラ男爵令嬢」

　一つ、呼吸をしてエミーリアはゆっくりと口を開いた。

　落ち着け。落ち着いて話をしないと、フルールを怖がらせてしまう。少なくとも、エミーリアの方が背が高いし、腕っ節が強いのも彼女は知っている。

「それは、いくらなんでも都合がよすぎるというものじゃないかしら」

　冷え冷えとしたエミーリアの声音に、フルールが顔をひきつらせた。たぶん、正面から彼女にこうやって感情をぶつけてきた人は今までいなかったのだろう。

「婚約破棄をされた瞬間に、私とアディル――アルヴァス卿の間にあった信頼関係は完全に崩されたの。そのことを理解してらっしゃる？」

「なっ……なんですって……」

　その原因を作ったのもフルールだというのに、理解していなかったのだろうか。

「私は、復縁したいなんて考えてないわ。だから、私はここにいるの。クリスティナ様を王太子妃にするというのが今の私の目標だもの」

　最初のうちは、女官試験の推薦状が欲しかっただけ。

　でも、今はクリスティナもやってみようという気になっている。エミーリアも、精一杯それを後押ししたいと思っている。

「たしかに、彼から最近話しかけられたのは否定しないわ。でも、それは彼が私を愛しているからじゃない」

　アディルがエミーリアの側をうろうろしているのは恋愛感情からではない。

　エミーリアが、グウェンダリンを中心とした女性達の支持を集めているから。

　そして、キースやロイズといった、この国の未来を担うであろう人達と親しい関係を築いたから。

　彼は、エミーリアを利用したいと思っているだけ。

「今となっては遅いの。あなたは自分のしたことの責任を取るべきでしょ」

　我ながら辛辣な言葉だとは思う。でも、間違ったことは言っていない。

　現に、それを聞かされたフルールは真っ青になった。そんな彼女に向かって、エミーリアはさらに言葉を重ねる。

「彼には私、とても迷惑しているの」

　アディルの存在さえなければ、今頃はもう少し楽しめていただろう。だが、エミーリアの言葉に、フルールは顔色を変えた。

「迷惑……迷惑ですって？」

「ええ、迷惑。それ以外何も言えないわ。だって、迷惑なんだもの」

「アルヴァス卿とのことであなたの評判が悪くなったと言っても、人の婚約を破談にさせたのだから当然でしょ？　私に押し付けないで、自分のしたことには自分で責任を持ってちょうだい」

　そう言い放つと、目の前でフルールはぷるぷると震え始めた。

（……あらやだ、これってまるで）

　エミーリアの方が悪役みたいではないか。可憐なルックスというのは、何かと便利なものである。

「――そこまでにしておいてやれ」

　フルールの背後から聞こえてきた言葉に、エミーリアはそちらに視線を向けた。キースが扉から顔を出している。

「キース殿下！」

　飛び上がったフルールは、今度は彼に泣きつこうとした。

「エミーリア嬢が――」

「本当のことだろ？　トレヴィラ男爵令嬢、君と付き合うためにアルヴァス卿は婚約を破棄したと聞いている。自分の行動の責任は自分で取れ」

「ひ……」

　ひどいと言いかけたらしいフルールは、その言葉を呑み込んだ。キースの前で、その言葉だけは口にしてはならないと思ったのだろう。

　無言のまま一礼し、王族への最低限のマナーだけは守って一目散にその場から逃走する。わかりやすく涙の流れた頬を見せてから向きを変えるのだけは忘れなかった。

「あーあ、泣かせましたね」

「俺は事実しか言っていないぞ。泣かせたのは、ウィンボーン子爵令嬢だと思うんだが」

「私も事実しか言っていませんが？」

「――ま、アルヴァス卿も、いつまでもちょろちょろしてるわけにもいかないだろうな。借金が嵩んでいるそうだ。ウィンボーン家からの援助がなくなったのが思った以上の痛手だったようだな」

「……商才ないですからねぇ、あの家の方々は」

　伯爵も、商才には欠けていた。父の指導があったからこそ、立て直せたわけで。

　それは、伯爵に指導している父が何度もこぼしたので知っていた。まだ若かったアディルは、父から学べばまだなんとかなったかもしれないけれど、そうしなかったのはアディルの選択だ。

　まさか、父が手を引いたとたん、わかりやすく没落しているとは予想もしなかったが。

「気をつけろ。イルミナ嬢が、王太子妃候補から正式に外れただろう。お前がイルミナ嬢を捕まえたからだという噂は、王宮中に広まってるぞ」

「……そうでしたねぇ」

　言われるまですっかり忘れていた。なにしろ、エミーリアは指一本触れていない。

　エミーリアもキースと一緒に見張りはしたけれど、実際にイルミナを捕らえたのはキース。エミーリアはそれを側で見ていただけだし、クリスティナに降りかかる火の粉を払っただけのこと。どこからそんな噂が広まったのはわからない。

「注目されているのだから、もう少し言動には気をつけた方がいい。ここでは、何がきっかけで足を引っ張られるかわからないのだから」

「……はい」

　キースの忠告は間違っていない。エミーリアはありがたく彼の忠告を受け入れた。
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　フルールと遭遇してから数日後。

　騎士団と協力して行う護身術教室の準備のために移動していたら、目の前にメイリーがいた。

「……あら」

　だが、その後ろ姿が以前と比較するとやけにほっそりとしている。

（無茶な食事制限をしていなければいいけれど）

　各人の食事までエミーリアが管理するわけにもいかない。

　エミーリアの担当は主であるクリスティナだけなのだ。あとは自己管理とそれぞれの侍女達の仕事。

　足を速めて、エミーリアはメイリーに追いついた。

「おはようございます、メイリー様。今日は、教室にはいらっしゃいますか」

「いえ、行かないわ」

　そう言って、にこりとするメイリーは、明らかに痩せている。最後に顔を合わせたのは二日前。その時と比べると顔が一回り小さくなっているような。

「そうでしたか」

「ええ。いい美容方法を教えてもらったの。嫌なことはしなくていいんだから。私を見て何か気づかない？」

　うきうきとしながら話しかけてくるメイリーに、エミーリアも知らん顔はできなかった。上から下まで失礼にならない程度に視線を走らせてから、ゆっくりと口にする。

「そうですね……少し、お痩せになりました？」

「わかる？　やっぱりわかるのね！」

　このところ、痩せないと悩んでいたメイリーだったから、痩せたのを自慢したかったのだろう。

　けれど、あまりにも急激に痩せすぎている。

「……具合が悪いわけではないですよね」

「いやあねぇ、そんなことあるはずないでしょう」

　エミーリアの言葉に、メイリーはくすくすと笑った。彼女の様子を見ていたら、具合が悪いようには思えない。

「まさか、キャベツとお酢しか食べてないとか――」

「そんなことしないわ。だって、お食事を抜くのはよくないでしょう？　王宮のお医者様もそうおっしゃっていたもの」

　王宮の医者にまで相談しに行っていたとなると、たしかに無理な食事制限はしていないのだろう。

　お茶の時間にメイリーの様子をうかがってみたけれど、必要以上に節制している気配は感じられなかった。

　卓上に出されているスイーツにはあまり手をつけていないが、痩せようと思っているのなら当然だ。それは他の令嬢達も同じこと。

　その日の夜、エミーリアはクリスティナにマッサージしながら聞いてみた。

　実家から取り寄せた香り高いクリームを使って滑りをよくしながら、足裏の反射区を刺激していく。

「クリスティナ様、何か知りません？　最近新しい節制方法が広まっているみたいなんですが」

「何かって？　あいたたた！」

　問われたクリスティナは、エミーリアに足裏をぐっと押されて悲鳴を上げる。

「ここは、目が疲れているということです。昨日遅くまで読書していましたね」

「……だって、面白いんだもの」

「睡眠不足はお肌の大敵だってわかってます？」

「わかってるけどお……面白くて止められなかったんだもの」

　ちょっぴりすねたような口調で言ったクリスティナだったが、すぐに話題を変えた。

「今のところ、新しい節制方法が広まっているという話は聞かないわね。だって、あなたの考案したお食事とクッキー、それに美容体操で皆効果が出ているでしょう？」

「そうなんだけど、ずいぶんメイリー嬢がげっそりしてたのが気になって……そうね。あとシンシア嬢もそうだったかも」

　先ほどのお茶のことを思い出しながらエミーリアは続ける。他に気になる人はいただろうか。

「グウェンダリン嬢は……」

　そう口にしかけて、クリスティナは小さく笑った。グウェンダリンはあいかわらずだ。

　もともと美貌に恵まれていたけれど、最近では身体を動かしているおかげか一段と肌艶がいい。グウェンダリンの機嫌がよければ、彼女に仕えている侍女達の機嫌もよくなるというわけで、このところの妃教育はとても平和だ。

（……ライバルにまで親切にしなくてもいいのに）

　とは思うけれど、エミーリアがやきもきしてもしかたない。そこがクリスティナのいいところでもあるのだろう。

「何ごともなければいいんですけどね」

「そうね――そこも痛ぁいっ！」

「ここは、消化器系ですよ、クリスティナ様。さあ、白状してください――昨日、本を読みながらおやつを食べたでしょう」

「す……少しだけ、少しだけよっ」

「その少しが油断に繋がるんです！」

「ちょっとだもの！」

　手をばたばたとさせ、逃げ出そうとしながらクリスティナは主張する。

　あまり締め付けてしまうと、ダイエットが続かなくなるというのは知っている。今、必要以上にクリスティナを追い詰めてもしかたない。

「今日はもうしかたありませんね……また明日から頑張りましょう」

「うぅ……ええ、頑張るわ。よろしくお願いするわね」

「かしこまりました」

　エミーリアが右足を終え、反対側の足にかかったところでクリスティナは思い出したように口を開いた。

「そう言えば、あなたの『美容クッキー』だけど……メイリー嬢は、それより効果のあるものを入手したと言っていた気がするわ。あなたが言っているのって、それかしら」

「……そうなんですか？」

　この世界には、今のところカロリーという概念は存在していないが、大量に食べたら太りやすいもの、太りにくいものというものはある程度把握されている。それから、偏った食生活は健康を崩しやすくなるという知識もあるがその程度だ。

　キャベツなどの葉物野菜に酢を大量にかけて、それを食事の前に食べてから食事をとるというようなダイエット方法も存在しているが、それもまた経験から導き出されたもの。

　エミーリアが前世の知識をもとに完成させたクッキーは、そういった意味では画期的であった。

（……作り方を内緒にしているわけではないし）

　こちらに来てから王宮の料理人に頼んで作り上げたものではあるが、頼まれるままにレシピは全ての令嬢に手渡している。

　秘密にするようにとも言っていないから、彼女達から外部に流出している可能性も充分にある。

　誰かがさらに改良して、もっとカロリーを抑えるとか、もっと腹持ちよくする方法とかを見つけ出していてもおかしくはない。

　専門家ならエミーリアの渡したレシピを改良することもできるだろうし。

　エミーリアがやきもきしたところで、しかたがないだろう。メイリーのことは頭から追い払うことにした。






　あまりにも自分の見込みが甘かったということに、エミーリアが気づかされたのは、クリスティナとそんな会話をした数日後のことだった。

「……メイリー様が、倒れた？」

　侍女仲間から聞かされて、エミーリアは驚いた。

「今――王宮の医師達が治療に当たっているらしいんだけど、毒を盛られたんじゃないかって噂だわ」

「なんで、そんな噂が」

「シンシア様も倒れたからよ」

　メイリーとすれ違ったあの時、病的な痩せ方をしているとは思ったのだ。もっと注意しておくべきだったと後悔したところで、もう遅い。

　たしかにちょっとした違和感でしかなかった。

　監督している側に連絡をするのだって、義務ではない。

　――それでも。

　騎士団の件はキースにすぐ話しに行ったのに、メイリーのことは気のせいだと頭から追い払ってしまった。失敗である。

（ちょっとずつ、長期にわたって毒を盛られたってことも考えられるじゃないの！）

　日本で生きていた頃、毎日少量の毒を飲ませて病死に見せかけるというミステリを読んだこともあったのに、メイリーと毒物が結びつかなかった。

　美容体操をしなくてもいいと言った時のメイリーの表情。何かあると思ってしかるべきだったのだ。

「クリスティナ！　……無事ね？」

　部屋に飛び込んだエミーリアは、クリスティナに駆け寄った。侍女モードはすっかり忘れ去っている。

「何のこと……？」

　おっとりと微笑むクリスティナは、いつもと変わった様子などまるで見せない。そのことにほっとしたエミーリアは大きく息をついた。

「メイリー嬢とシンシア嬢が、お医者様のところに運ばれたって」

「……なぜ？」

「原因不明。だから――あなたにも何かあったんじゃないかと」

「いいえ、私はなんともないわ」

　そう首をかしげるクリスティナの顔をじっと見る。

　たしかに、一番ぽちゃっとしていた頃よりは痩せた。顎のラインもすっきりしている。だが、頬はふっくらとしていて顔色もいいし、急に痩せたというわけでもない。

（顔色も悪くはない……メイリー嬢とは違うわね）

　お茶会の時に見たメイリーの病的な感じとはまったく違う。クリスティナには大きな問題はなさそうだ。

「それならよかった。とりあえず、ここの警備をしている人達のところに話を聞きに行ってくるから、部屋から出ないで」

「もちろん。だって、外に出る用事なんてないもの」

　クリスティナに部屋から出ないように念押しして、エミーリアは廊下を急ぎ足に進む。

　騎士団の詰め所に飛び込むと、ちょうどロイズが戻ってきたところだった。

「フルヴィウス騎士団長、メイリー様とシンシア様は？」

「――その話でしたら、こちらに」

　ただならない形相のエミーリアに思うところがあったのだろう。彼はエミーリアを奥へと招き入れた。

「二人のことについて、どこまでご存じなんです？」

「どこまでって言われても。ただ――そうね、私としてはキース殿下にも話をしておくべきだったということがあって」

「話というと？」

「いつの間に！」

　ロイズの部屋には誰もいないのかと思っていたら、そこにちゃっかりキースが紛れ込んでいた。

「――王宮内の女性達が、今こぞって痩せようとしてるのはご存じですか」

「その先頭を切っているのがお前だろうが」

「痩せようとしているのは、私じゃなくて従姉妹です。私はクリスティナ様さえ痩せたらいいと思ってたんですけど」

　規則正しい食生活、ダイエットフード、美容体操。今まで取り入れていなかったことを取り入れて、少しずつ身体に変化が出てきたのは本当のことだ。

「私がやってるのは、あくまでも健康的にスタイルを整える。なんでもかんでも体重減らせばいいってものではないんですよ。それはおわかりです？」

「――たぶん、なんとなく」

　キースやロイズに乙女心について語ってもわからないだろうからと、エミーリアはそのあたりの説明は潔くぶった切ることにした。

「……とはいえ、痩せたら痩せただけいいと勘違いする人も多いんです。自分の方が体重減らしたら、仲間より上を行っている気になるというか」

　このあたりの行動もエミーリアが心底理解しているとは言えないけれど、長年女社会で生きてきたから予想はできる。

「――メイリー嬢は、体重が減らないってこの間までずいぶん悩んでいたんですよ」

　メイリーも、ここにきてから少しずつ変化していた。

　たしかに少しは痩せたけれど、彼女にとっては全然足りなかったのだろう。周囲の女性達の方が先に効果が出ていたから。

「……だけど、数日でずいぶん細くなった――やつれたと言った方がいいかもしれません」

「他にも何人かいるな」

　キースの言葉に、エミーリアの眉間に深い皺ができあがる。

「クリスティナ様の話によれば、食欲を抑えるような何かが出回っているみたいです」

「それは、もう出回ってるだろう――ええとなんとかクッキー」

「私のクッキーは、食事をする前に太りにくい食材でお腹を膨らませておこうってくらいのものです」

　あのクッキーを食べたところで、必要以上に食欲が減退するわけではない。ただ、少し、事前に胃を埋めておくだけ。

「少なくとも私のクッキーだけで痩せるなんてこと、ないんですよ。食べ過ぎを抑えるだけです。お腹いっぱい食事をすれば、逆に太ることすらあります」

「……で？」

「王宮内で出回っているのは、また別の何かです」

「医者が言うには、イルウォート伯爵令嬢とディーン伯爵令嬢は内臓をやられているそうだ」

　メイリーとシンシアを家名で呼び、キースは額に手をやる。

「……内臓がやられているんですか？」

「ああ。毒物の影響だ」

　その言葉に、エミーリアは言葉を失ってしまった。考えないわけではなかったが、可能性としては限りなくゼロに近いだろうと思っていたのだ。まさか、王宮内に毒物が蔓延するとは。

　だが、キースはそんなエミーリアにかまうことなく続ける。

「おかしいと思うだろう？　王宮内に、毒物が持ち込まれてるんだ。これは、俺とロイズの職務怠慢と言わざるを得ない」

「……でも」

　妃教育の場は、そこまで厳重に管理されているわけではない。家族とのやりとりだって禁止されていないし、時々は解放されていて、貴族達が出入りできる。

「――この件については、どう対応するおつもりですか」

「そんな悠長なこと言ってる場合じゃないだろ？」

　キースに問われて、エミーリアは眉を上げる。

「メルヴィル伯爵令嬢だって、容疑者の一人だ」

「キース殿下！」

　まさか、クリスティナまで容疑者だなんて。思わずエミーリアは立ち上がった。

「たしかに、王太子妃候補者は全員容疑者でしょう」

　気むずかしそうな顔をして、ロイズが言う。エミーリアは、むっとした表情になった。

「クリスティナが、そんなことするはずがないでしょう。皆で綺麗になろうって、他の人にも声かけてしまうんですよ？」

「そこまで言うなら、一つ、頼まれてはくれないか」

　キースの言葉に、エミーリアは唇を引き結ぶ。キースからの頼みなんて、ろくなものではない気がしたけれど、断れる雰囲気でもなかった。






　メイリーとシンシアは、しばらく療養が必要になるそうだ。

　キースの依頼を受け、エミーリアはメイリーの部屋を探っていた。エミーリアの肩にはルイが乗っている。

　ロイズは、騎士団の者達と厨房を調べに行っている。二人の他に被害者がいないかも手分けして調べられているところで、一気に慌ただしくなっていた。

「私を連れてきてよかったのですか。クリスティナ様も容疑者だって言っていたのに」

「あれは、本気の発言じゃない。それに、女性の部屋にあって不自然なものは俺にもロイズにもわからない可能性が高い」

　言われてみればそうだ。キースが背後から見ているのを気にしながら、エミーリアは部屋の中央に進み出る。キースに聞こえないよう、ひそひそとささやいた。

「ねえ、ルイ。何かおかしなものはある？」

「その聞き方はおかしいって。だいたい、何がおかしいのか見ただけで僕にわかるはずもないでしょ」

「そうよねぇ……」

　メイリーの部屋は、クリスティナの部屋と大差ない作りだった。

　しいて言えば、クリスティナの部屋は壁紙が花柄なのだが、メイリーの部屋は文様化された果物が描かれているくらいだ。

　天蓋つきのベッドは見事な品だし、ベッドサイドのテーブルでは花が華やかな香りを振りまいている。

　部屋に置かれている小物は、実家から持ってきた品も多いから、そこはクリスティナの部屋とは少し趣が異なっていた。

　エミーリアは壁際に置かれている鏡台に近寄った。多数の化粧品が並べられている。

　ずらりと並んだそれらを一個一個チェックしてみるけれど、特に不審な点は見当たらない。

「ルイ……この中に怪しいものってある？　ほら、顔に塗るとクリームから入り込む謎の毒物とか」

「あのねえ、僕に無理なこと求めるのやめてくれる？　僕にだって限度ってものがあるんだからさ……」

　本棚の本を一冊一冊取り出しながら調べていたキースが、肩越しに視線を投げかけてくる。

「ウィンボーン子爵令嬢は、その鳥といつもぶつぶつしゃべってるんだな」

「危ない人みたいな言い方しないでください。これはええと――癖、みたいなものですね。考えをまとめるのに、言葉にしているだけです」

「そいつも何か返事してるだろ？」

「ああ――返事というか、好き勝手にしゃべっているというか」

　保湿用クリームの瓶を取り上げて、蓋を開けてみる。匂いをかいでみるけれど、不審な点は見当たらないように思える。

「好き勝手言ってくれちゃって。変な匂いはしないけど」

　ぶつぶつ言いながらも、ルイはクリームの瓶に顔を突っ込む。

「うん、そのくらいは私にもわかるよね」

　鏡台の引き出しを開けて、その中にも手を入れる――と、そこに入っていたのは小さなガラスの瓶だった。

「なんだろ、これ」

　匂いをかいでみるが、甘い香りがするだけ。手に垂らしてみれば、みればどろりとしたシロップのような液体だ。美容液でも香水でもなさそうだ。

「――殿下！」

「なんだ？」

「使い方のわからない瓶が出てきました」

　ルイにも匂いをかがせてみるが、首を傾げるだけ。キースの方に差し出すと、彼もその匂いをかいで、鼻の頭に皺を寄せた。

「一応、預からせてもらう。ここは一通り見たから、ディーン伯爵令嬢の部屋に行くぞ」

　その他に、いくつかの品をメイリーの部屋から持ち出し、次はシンシアの部屋へと向かう。

　二人で調べてみたところ、シンシアの部屋からも同じ瓶が発見された。






　意識を取り戻したメイリーとシンシアの話によれば、発見された謎の瓶の中身は痩せ薬だということだった。

「痩せ薬？　飲むだけで痩せるなんて薬があったら誰も苦労しないでしょう」

「……そうだな」

　眉間に皺を寄せたエミーリアだけではなく、キースも渋い顔をしている。王宮でそんなものが出回るだなんて。

「本当にこれで痩せるんです？」

「医師に分析させたが、たしかに飲めば食欲は落ちるらしい。だが、その代償として内臓が痛めつけられる」

　キースの言葉を聞きながら、エミーリアは自分の前世のことを思い出す。

　女性向けの雑誌にはたいてい「飲んだだけで痩せる」とか「苦労せずにダイエット」みたいな広告が掲載されていた。

　スマートフォンでインターネットにアクセスすれば、いたるところで同じような広告を見ることになった。

　安全性が確認されていない国外から個人輸入された品の中には、身体に害を及ぼすものも多数あったらしい。たぶん、同じようなものなのだろう。

「――それで、どこから入手したんです？」

「トレヴィラ男爵令嬢からだそうだ」

「フルール……トレヴィラ男爵令嬢から？」

　フルールはイルミナの侍女として妃教育に参加していたのに、なぜ、メイリーに痩せ薬を贈るのだろう。

　考えられる可能性は二つ。

　一つは、毒性のある薬だと承知でメイリーに渡した場合。妃候補から脱落することになったイルミナも、他の有力候補が候補から外れたら復活するかもしれない。その可能性にかけてメイリーを蹴落とそうとした。

　もう一つは、毒性のある薬だと知らずに渡していた場合。王太子妃候補から外れたイルミナから、まだ有力候補であるメイリーに乗り換えようとしたというのも考えられる。

「そうなると、メイリー嬢に近づくのもわからなくはないわね……」

　エミーリアは、口に手を当てて考え込む。

　メイリーとシンシアは共に、王太子妃候補の二位と三位を争っている。三位になるよりは、二位になった方が周囲の扱いもいろいろと変わる。

　完璧に脱落したイルミナに媚びを売るより、メイリーなりシンシアなりに近づいた方がましとフルールは判断したのだろう。

「――ディーン伯爵令嬢に確認したら、彼女はまた別の侍女から入手したという話だった。が、その侍女はやはりトレヴィラ男爵令嬢から入手したらしい」

　シンシアは直接フルールから入手したのではなく、間に別の人物を挟んでいたようだ。

　それにしても、王宮内に毒物が持ち込まれるなんて、いったいどうなっているのだろう。考え込んでいるエミーリアにキースが追い打ちをかける。

「というわけで、もうしばらく協力してもらうぞ。トレヴィラ男爵令嬢の監視を頼む。騎士団員達では入れない場所もあるからな」

「承知しました」

　乗りかかった舟である。逃げられると思わない方がいい。

「なんで、そんなことしたのでしょうね？」

「そりゃあれだろ。次の寄生先探しだ。アルヴァス伯爵家は、借金がますます膨らんでいるようだからな」

「あー」

　エミーリアは遠い目になった。

　アディルの家は名門だし、先代伯爵の時代までは裕福でもあった。先代のギャンブル狂いで財産を失った後、ウィンボーン子爵家の財産を目当てにエミーリアとの婚約を調えた。

　だが、それもアディルがフルールに目をつけられ、婚約を破棄したことによって破綻してしまった。

「飲む打つ買うは身を滅ぼすもとですもんねぇ……」

　口調に実感がにじむ。エミーリアの前世である恵美の父親はよくそう言っていた。

　父自身は酒はほどほど、ギャンブルはいっさいやらず。女性関係はたぶん綺麗なものだった。母と結婚していたのだから、綺麗でなければ困る。

　だが、周りではアルコール中毒になって更生施設に入っただとか、借金して競馬につぎ込んで全財産失ったとか――不倫がばれて、妻と子供に逃げられた、なんて話はよく耳にしていた。

　アディルのギャンブル好きもエミーリアの父親が目を光らせていた間は静まっていたものの、婚約破棄した瞬間にうきうき解放されてしまったのだろう。

「トレヴィラ男爵令嬢が引き取ってくれて助かったと思っていたのに」

　それを聞いたキースが今度は遠い目になった。何か思うところがあるのだろう、きっと。

「彼女を見張るのは、王宮内にいる時だけでいい。王宮から外出した時は、騎士団の者に任せるから」

「……はい」

　キースに協力するのは正直あまり好ましくないと思うけれど、ここは諦めよう。人間、諦めが肝心だというのもちゃんとわかっているから。

















第八章　野望の行き着く先は












　前に立った王宮の女官が、王宮でのマナーについて語っている。妃教育が、最高の花嫁教育であると言われるのは、このマナー講義も大きな理由だ。

　エミーリアは、ちらりと後方に視線をやる。

　視線の先にいるのはフルールだ。一応主であるはずのイルミナから、少し離れたところに座っている。

（……まあ、この状況だとイルミナ嬢の側に寄りたくないのかもしれないけど）

　主を放置でメイリーに近づいたのだから、イルミナとの仲がぎくしゃくしていても当然だ。

　フルールはいらいらしている様子で、しきりに爪を噛んでいる。

　講義を終えたフルールがするりと外に出たのに気がついて、エミーリアは眉間に皺を寄せた。

　様子をうかがってみたけれど、誰もフルールの後をついていくような様子は見受けられない。

　見上げれば、ルイがフルールの後を追っていく。エミーリアも、フルールのあとを追いかけた。

　ルイと二人で追っているから、必要以上にフルールに近づかなくても大丈夫だ。

　エミーリアが後を追っているのに気づいた様子もなく、フルールは一目散に歩いていく。

（どこに行くつもりなんだろう？）

　目立たない場所にある門から王宮を抜け出たフルールは、そのまま街の方へと向かう。にぎわっている通りを抜け、一本路地を入っていった。

　さらにあとを追いかければ、フルールは、裏口の扉を叩いた。中から誰かが出てきて、フルールを招き入れる。どうやら、ここが目的地だったらしい。

「エミーリア、キース殿下に連絡しようか？」

「お願い」

　メモを書いてルイの嘴に突っ込むと、ルイはそのまま飛んでいった。これで、キースが必要な手配をしてくれるはず。

（騎士団の人が到着する前に、中の様子を確認しておいた方がいいかな）

　エミーリアは、こっそりと建物に近づく。窓から様子をうかがったら、フルールが男と話をしているところだった。

　何を話しているのか、エミーリアのいるところまでは聞こえない。窓にぴったりと張り付いて、中の様子をうかがう。

　フルールが、何ごとかきつく問いただしている様子だ。愛らしい顔が、今は苛立ちに歪んでいる。と、男が動いた。

　頬を張られて、フルールが驚いたような表情になる。

「私を殴るなんてどういうことよ！」

　彼女が叫ぶ声が、エミーリアのいる場所まで聞こえてきた。男の方も激高している様子で、彼の声もここまで聞こえてくる。

「黙れ――この役立たずが！　だいたい、ここに来るなんてどういうつもりだ？」

「あれは痩せる薬だって言ってたじゃないの――『お父さん』！」

　フルールの言葉に、エミーリアの頭に疑問符が浮かんだ。フルールは、貴族の娘のはず。だが、今、フルールが父親と呼んだ男は、どう見ても貴族ではなかった。

　どちらかと言えば、後ろ暗いところを歩いてきた――そんな雰囲気。

　窓の向こう側からは扉が開かれて、もう一人が入ってきたところだった。

　フルールと彼女が父親と呼んだ男、二人に向かって新たに入ってきた男が何か言う。まだ冷静な状態を保っているらしい彼の声は、エミーリアのところまで届かなかった。

（何をするつもり……？）

　エミーリアの目の前で、男がナイフを取り出し、フルールに向ける。フルールが悲鳴を上げた。

　フルールの父親らしい男は、そんなフルールを見ても動じた様子は見せない。

（本格的にまずいでしょ！）

　周囲を見回し、とっさに石を拾い上げて窓に叩きつける。ガシャーンと派手な音を立てて窓が割れ、室内にいた三人が硬直した。

「フルール！　何ぼやぼやしてるの。逃げなさい！」

　叫びながら、割れた窓から中に手を突っ込んで窓の鍵を外す。

　エミーリアの声に我に返ったように、フルールが身を翻すが、男に腕を掴まれ抱え込まれた。さらには首にその腕を回される。

「な、何よ……！」

「お前のせいで計画がめちゃくちゃだ。おい、窓のところにいる女をどうにかしろ！」

　混乱しているらしいフルールの声。ナイフを突きつけた男は、フルールの父に命じた。

「どうにかするって言うか……こっちからお邪魔するわね。よっこらせっと」

　窓の鍵を外したエミーリアは悠々と中に入り込んだ。そして、男達に向かって両腕を広げてみせる。

「あ……あなた、何やってるのよ！」

　男に抱えられたフルールが喚く。いつもの愛らしさは影も形も見当たらない。

「一応、助けにきた……かな？」

　言うなり、エミーリアは勢いよく前進した。まさか向かってくるとは思わなかったらしい男達が、動きをとめる。

「あなたはどいて！」

　とりあえずフルールの父親の方は邪魔だからと脇に蹴り倒した。エミーリアに向けてフルールを抱えたままの男がナイフを向ける。

「たぶん、その娘離した方がいいと思うけど」

　エミーリアは、両手を上げた。敵意はないと示すのと、自分に注意を惹きつけるために。

「動くな。この娘がどうなってもいいのか」

「うーん、それより後ろに注意した方がいいんじゃないかしら」

　エミーリアがそう言うと、男が眉間に皺を寄せる。

「後ろ？」

「……うん、後ろ」

　そう言った瞬間、男の首に刃が触れた。男が身体を強張らせた。

「キース殿下、来てくださってありがとうございます」

「さっさと一人で乗り込むな、俺達もトレヴィラ男爵令嬢を追っていたんだ。近くまで来ていてよかったな。お前はそのナイフを捨てて、トレヴィラ男爵令嬢を解放しろ」

　男の頭越しになんとも気の抜けた会話がかわされる。キースは遠慮なく刃を滑らせた。皮一枚切られた首に血が滲む。男の手からナイフが転がり落ちた。

「いつの間に……」

「私一人だったら、部屋の中まで入らなかったわよ。殿下が来るのが見えていたしね」

　窓を割った時には、細く開けられた扉の向こう側にキースがいるのが見えていた。

　なので、好きなようにやらせてもらった。キースなら、エミーリアに合わせてくれるだろうと判断したから。

「二人を捕らえろ。トレヴィラ男爵令嬢、君も王宮に戻ってもらうぞ」

「……はい」

　男から解放されたフルールは、小さくうなずいた。ちらりと「父」と呼んでいた男に目を向ける。彼女が何を考えているのか、エミーリアには推し量ることはできなかった。

　男二人は厳重に縛り上げられ、フルールもまた騎士に囲まれ、逃げられないようにされてから王宮へと戻る。

　フルールが幽閉されている部屋に呼ばれたエミーリアは、キースと共にフルールの話を聞くことになった。

（……好奇心を満たす以上の意味はないけど）

　普通なら後から話を聞かされるだろうけれど、エミーリアも話を聞いた方がいいと同席を許された。役得と言えば役得かもしれない。

「あの男との関係は？」

「床に倒された方は、実の父です。私は男爵家の娘ですが、母の連れ子なので、男爵とは血の繋がりはありません」

　キースに問われたフルールは、素直に口にした。

　なんでもフルールは、子供の頃、母親の連れ子として男爵家に入ったのだそうだ。平民の父親は、その後身を持ち崩したらしい。

「母が結婚した相手は、貴族としては下級だったから……それで、妃教育に潜り込むためにイルミナ様に近づいたんです」

　悪びれた様子もなく、フルールは淡々と語る。

　子爵家の娘であるイルミナは、王太子妃に選ばれたとしてもせいぜい第三妃だ。

　だが、侍女としてでも妃教育に潜り込めば、這い上がる伝手を得る機会も多くなる。それを見越して、フルールはイルミナの侍女となった。

　イルミナを王太子妃にするというよりも、フルール自身の伝手を作るための行動だったということだ。

「なんとか、イルミナ様と他の貴族との繋がりを作って、私自身に興味を持ってもらおうとしたら、呪いに手を出してしまって、それも阻まれるし」

「呪いに手を出したのは、私のせいではないと思うんだけど」

　それは自分の不利な状況に焦ったイルミナのしでかしたことであって、エミーリアが直接手を下したわけではない。

　祖父の代からの貴族であるエミーリアとは違い、母が貴族と結婚し、養女になったおかげで平民出身のフルールは貴族社会の一員として認められるようになった。

　だが、生まれながらに貴族だったエミーリアが意識していなかったところで、フルールの感じていた疎外感は大きなものだったらしい。それが、彼女の上昇志向に火をつけた。

「私の父――昔、母と結婚していた実の父親の方ね。父に相談したら、マグナス卿を紹介してくれたの。彼が、王宮に痩せ薬を流行らせたらいいと言った。あなたの美容クッキーよりよほど効果的だからって」

　知らない名前が出てきた。マグナス卿とは誰だろう。少なくともエミーリアは知らない。

「そうでしょうね。私のクッキーは、食事の前にある程度お腹を膨らませておく効果しかないもの」

　その他にも食物繊維が中心となってもたらされる効果もいろいろあるけれど、少なくとも身体をそこねてしまうような負担をかけるようなものではない。

　メイリーもシンシアも、数日寝込んだだけで妃教育に復帰してきたが、あそこで倒れていなかったら、深刻な被害が出ていたことだろう。

「そうね。それでも、変化はあった。あなたの王宮内における影響力は強くなった。キース殿下の信頼も勝ち得たし」

　それは、エミーリアの人徳というよりは、偶然の結果だ。

（信頼されているって言い方でいいのかなぁ……）

　信頼と言うよりはいいように使われている気がしなくもないが、それを今口にしても事態をややこしくするだけ。おとなしく口を閉じておく。

「少しでも上に行きたいから、王宮内で影響力を持ちたかったのよ。あの男は、マグナス卿との連絡係よ。まさか、私を殺して証拠を隠滅することになるとは考えてもいなかったけれど」

　痩せ薬ではなく毒物だと知ったフルールは、あの時男を問い詰めに行ったらしい。自分の身に危害が及ぶとは思わなかったのが、彼女の甘さだ。

　エミーリアの乱入がなかったら、フルールも実の父親も一緒に始末されていたに違いない。

「マグナス卿？」

　そういや、そんな名前、どこかで聞いたような。キースの方を見やれば、彼もまた首を横に振っていた。

「連絡係がそう言っていたのよ。薬を用意しているのはマグナス卿だって……偽名でしょうね。私達みたいな捨て駒に本名を名乗るとは思えないもの」

　そう口にしたフルールは、妙に達観しているようだった。自分でも偽名だということもちゃんと認識しているらしい。

　これ以上、フルールからは何も聞き出せないだろう。諦めて、皆その部屋を後にした。

「それで、トレヴィラ男爵令嬢はどうなるんですか？」

「しばらく、修道院で奉仕作業だろうな」

「そうですか……でも、そうするしかないんでしょうね」

　これが王族の出した結論だと言うのなら、エミーリアに言えることは何もない。これ以上彼女に関わり合いを持つ必要もないだろう。

「――実を言うと、以前から父上が目をつけていた犯罪組織があるんだ」

　フルールのいる部屋を出て、廊下を歩きながらキースは口を開いた。

「犯罪組織……ああ、クリスティナから聞きました。『闇の翼』とかいう妙な名前の組織ですよね」

「……ああ」

　エミーリアがうなずくと、とキースは続けた。

「薬は回収しなくてはな」

「そうですね」

「実験の結果、開封してから数日たつと、毒性が強まることがわかった。薬を使った者は、名乗らなくていいから、回収場所に置いておけと通達する」

「……それがいいですね。あんな薬、使わない方がいいですからね」

　あの薬は回収して処分しなくては。エミーリアはキースの言葉にうなずいた。
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　令嬢達の集まっている王宮では、今日も優雅にお茶の時間が始まろうとしていた。

　今日はガーデンパーティーで、グウェンダリンが主宰を務める日だ。

　グウェンダリンが、メニューを決め、テーブルをセッティングし――実際に手を動かすのは使用人だけれど――妃教育に参加している令嬢達とその侍女達が一堂に会する。

　正式な会ならば開始時刻に合わせて訪れるものだが、ここでは違う。

「――なるほど。テーブルの花にグウェンダリン様のセンスが出ているわね」

「茶器の選び方にもよ」

　今日は立食形式が選ばれているので、テーブルだけが並べられている。

　そこに庭園内のあちこちから集められた美しい花が飾られ、銀のトレイに置かれているのは甘いスイーツだ。

　休憩するための椅子は別の場所だ。

　一生懸命にメモをとる者。あら探しをする者。令嬢達はそれぞれの性格に応じて、グウェンダリンの様子を真摯に眺めている。

「――あ、ちょっと待って」

　王宮の使用人が、いくつものワゴンを押してくる。そこには、ティーポットと、湯を入れたポットが載せられていた。紅茶に入れるためのミルクや砂糖も一緒だ。

　今日の主催者であるグウェンダリンの侍女二人は、運ばれてくるワゴンに載せられているものに不備がないかを確認している。

　なにせ、五十人以上が集まっているのだ。厨房も慌ただしくて、何が起きるかわからない。

　グウェンダリンはそちらの様子をちらりと確認してから、招かれた客人である皆に集まるよう声をかけた。

「……それでは、皆様」

　本日の主宰であるグウェンダリンが口を開きかけた時だった。

「――きゃあああああっ」

　派手な女性の悲鳴が上がる。

「な、何ごと――」

　エミーリアが、視線をそちらに向けると、ルイが慌てた様子で急降下してきた。

「エミーリア！　王宮騎士団がやらかしたみたいだ」

「はぁ？」

「キース殿下は、部隊を三つに分けたろ？　本部に突っ込むのと、別屋敷につっこむのと、王宮の近くにある潜伏場所に突っ込むのと」

「知らないわよ、聞いてないし」

　王宮の外で起こる出来事については、エミーリアの関知するところではない。騎士団が犯罪組織の本部に突っ込むというのも初めて聞いた。

「――で、やらかしたって何が？」

「ええと――ごめん、遅かった！」

　ルイが謝った時、それは起こった。

「きゃああっ、やめてっ、離して！」

　悲鳴を上げているのは、グウェンダリンが侍女として連れてきた令嬢だ。

　おそらく、ワゴンを確認するために皆のいる場所から少し離れた――そのタイミングで狙われたということなのだろう。

　彼女を腕に抱え、首筋にナイフを突きつけた男は彼女をずるずると引きずるようにして庭の中心部に向かう。

　男は、脅すように悲鳴を上げる令嬢達の方にナイフを向けた。抱えられた侍女は、怯えた様子で声を出すこともできない。

「いいか？　こいつの命が惜しかったらそこから動くんじゃない――逃げるための馬車だ！　馬車を要求する！」

「ま、待って――彼女は、私の大切な侍女なの。話を聞きます――だから、その手を離してあげて」

「うるさいっ！」

　グウェンダリンが声をかけたものの、男は応じる気配など見せなかった。それどころか、ナイフを持つ手に余計に力が入っただけ。

（……どうする、どうする？）

　ルイを突撃させて、その後から突っ込もうか。

　見たところあまり強くなさそうだし、ナイフで切られたら多少痛いだろうけれど、命を落とすようなことにはならないだろう。

（あの靴があればもっとよかったんだけど）

　えげつないとキースに評価された鉛入りの靴は、没収されてしまったから普通の靴だ。それでも踵は硬いから、蹴りを入れたら大変だ。

「――落ち着いて。大丈夫だから、落ち着いて――グウェンダリン嬢の言うとおりよ、あなたの言うことに従うから――その手を少し、緩めてくれないかしら……お願い」

　そう言いながら、エミーリアはじりじりと距離をつめようとした。抵抗しないという意思表示に、両手を胸の前で組み合わせて、睫をぱちぱちとさせてみる。

「そう、こういう時にはエミーリア嬢の言うことを聞いたらいいわ。ねえ、クリスティナ嬢も……そう思うでしょう？」

「……ええ、そう思うわ」

「メイリー嬢は？」

「私も、完全に同意ですわ」

「シンシア嬢は？」

「――もちろん」

　グウェンダリンが、主立った令嬢達に声をかけていく。

　攻撃される気配はないと悟った男は、少しずつ落ち着きを取り戻したようだった。窒息しそうな勢いで侍女の首を締め上げていた腕が、少し緩む。

（……グウェンダリン嬢、いったい何を言っているのかしら）

　エミーリアが、ルイをつっこませ、その後に自分が続こうとした時だった。

「――パトリシア嬢、背後から抱えられたらどうするんでしたっけ？」

　グウェンダリンの声に、抱えられていた侍女――パトリシアというらしい――は、はっとしたように目を瞬かせた。

　そして、無言のままその場で身体を沈める。

（……護身術教室でやってた！）

　背後から腕を回された時、前方に逃げようともがいても男性を振り払うのは難しい。だが、下に沈むとするりと抜けられるということをたしか皆教わっていたはずだ。

「なっ、なんだ！」

　自分の拘束から、あっという間に抜け出したということが信じられないらしくて男の口から声が上がる。

「――パトリシア嬢、こちらに！」

　グウェンダリンが声をかけると、パトリシアは転がるようにして走り始めた。

「逃がすか――うぎゃあ！」

　逃げ出したパトリシアを掴もうとした男の身体にあたったのは、熱い湯を並々と注がれ、サーブされるのを待っていた銀のティーポットだった。

「――よくも私の友人に手を出してくれたわね！」

　勢いよく、ポットをぶん投げたのはもう一人のグウェンダリンの侍女。それはもう勢いよくポットが宙を飛んだ。

　男の肩に激突したそれから熱い湯が――多少冷めてはいるが熱いものは熱い――が流れ落ちる。

「あっつ、いてえ！」

　男が慌てているのを見た令嬢達が、俄然やる気になる。我先にとワゴンやテーブルに殺到した。

　彼女達の手が、ティーポットやカップを掴む。ソーサーも。

「そーれ！」

「いいこと？　悪漢には素手で立ち向かってはいけません！」

「手近なものを投げつけるんです！」

　茶葉と湯で満たされたポットが宙を舞う。その後を追って、ティーカップが投げつけられる。

　菓子を取り分けるための皿が、水平に宙を切り裂いて飛ぶ。さらには、ナイフやフォークやスプーンなどまでが投げつけられる。

　もちろん、か弱い令嬢達の手で投げられたそれが全て男にヒットしたわけではないが、男は一人。

「いたたたた！　いてぇ！　やめろ！　やめろって言ってるだろ！」

　いかに男が逃げまどおうが、逃げた先には誰かがかならず待ち構えている。その手に投げつけるための物を持って。

　いつの間にか、男が持っていたはずのナイフは地面に落ちていたけれど、それを拾う余裕もないようだ。

「そーれ！」

「えーい！」

　もうこうなっては、対抗できるはずもなかった。

　非力な令嬢ばかりとはいえ、妃候補者とその侍女達、およそ四十人に囲まれているのだ。

　逃げ場を失った男は、ついにその場に立ち止まってしまう。手に手に得物を携えた令嬢に囲まれて。

「うわぁ……えげつない……」

　思わずエミーリアはつぶやいた。

　たしかに、護身術教室はグウェンダリンの発案によって開かれた。逃げ出すための手段だけではなく、攻撃方法まで伝授していたとは。

　非力なのだから、悪漢には近寄らないのは正解だが、それにしたって限度というものがあると思うのだ。

「僕、むしろあの男に同情したくなってきた……」

　ぼそりとルイがつぶやく。

「……まだまだーっ！　皆さん、まだまだ油断なさってはいけないわ！」

　グウェンダリンの号令に合わせ、令嬢達はさらに投げつけるものはないかと視線を走らせる。

　そして、彼女達の目にとまったのは――ティーセットを運搬するのに使われていたワゴンだった。

「や、やめろ――！」

　おろおろと逃げまどう男に向かい、また、銀の皿が投げつけられる。身を屈め、投げつけられたそれを避けたまではよかったものの、そこまでだった。

「お覚悟なさいませ――！」

「続けー！」

　最初にワゴンを掴んだメイリーが、全速力で押したそれごと、男に体当たりする。

　うわあっ――という声と共に、腰にワゴンをぶつけられた男は崩れ落ちた。

「まだよっ！　動く元気があるうちはまだまだ！」

「徹底的につぶさなくては！」

　第二、第三のワゴンが、男に向かって突撃する。

「ま、ま、待って、それ、過剰防衛だから！　ねえ、聞いてる？　過剰防衛！」

　エミーリアの制止する声も、彼女達の耳には届いていないようだ。何度もワゴンに体当たりされた男は、とうとう地面に倒れてしまった。

「――とどめね」

「待って！　それだめ、それアウト！」

　グウェンダリンの手にあるのは、テーブルの上に置かれていた銀の花瓶だった。それを容赦なく、男の頭に振り下ろす。

　完全に男が動けなくなった時、そこには凄惨な光景が広がっていた。あちこちに散乱している銀のカップにソーサー。蓋が開いたティーポット。

　テーブルクロスが引き剥がされたテーブルに、横倒しになったワゴン――動かなくなった男の周囲を、こわごわと令嬢達が取り囲んでいる。

「――私達の団結力の勝利ね！」

　と、グウェンダリンは男をフォークでつついているが、団結力の勝利とかそんな言葉で語ってはいけない気がしてならない。

「皆さん、護身術の教室で習ったことを確実にこなしてるのね……」

「クリスティナは、あそこまでやらなくていいのよ」

　さすがに貴重なアンティークで、二度と入手不可能なんて品が、勉強の場で出されるはずもないが、王宮御用達商人が令嬢達のために気合いを入れて納品した品のはず。

　全部銀で統一されていたし、それなりに高価な品であるはずだ。

（……ティーセットの総額、考えるだけで胃に穴があきそう……！）

　父が商売をしていた関係で、エミーリアはある程度市場価格に詳しい。男一人をやっつけるのに、いくらかかったのかを考えると思わず顔が青ざめた。

（たしかにティーセットを犠牲にする方が、人質を取られるよりは、はるかにましな選択肢ではあるんだけど）

　それにしても、彼女達はあまりにも手際がよかった。護身術教室で学んだ成果を、発揮し過ぎではないか。

「……私、何一つする機会に恵まれなかったんだけど」

　エミーリアのそのつぶやきに、答える者はいない。

　そして、ルイの連絡を受けて駆けつけてきたキースは、縛り上げられて、地面に転がされた男と、その周囲の惨状を見て顔をひきつらせた。

「……えげつないな、おい」

「私に言わないでください。団結力の勝利です――とグウェンダリン嬢がおっしゃっていました」

　男に対して、手当たり次第に物を投げつけるように言ったのはグウェンダリンだし、真っ先にワゴンで突撃していったのは、メイリーだ。

「それにしても、だな。お前、どうにかできなかったのか？」

　そう問われて、エミーリアはぶんぶんと首を横に振った。

「私が、出る前に手当たり次第に物を投げつけてましたからね……」

　エミーリアが遠いまなざしになったのを見て、キースもなにやら悟ったようだった。

「……とりあえず、こいつからいろいろ話を聞くことにするか」

「そちらに私は関わらないので、あとはよろしくお願いします」

　なんだか、いろいろやり過ぎてしまったような気がしてならない。

「僕、一応ものすごーい急いで呼びに行ったんだよ」

「知ってる」

　エミーリアのメモを持たされたルイは、ものすごく急いでキースとロイズを呼びに行ってくれた。

　あの男が、ここまでぼろぼろになったのは、エミーリアもルイも悪くはないはずだ、きっと。

　ここに集まっている令嬢達を敵に回してはいけない。エミーリアは心からそう思った。
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「ねえ、エミーリア。本当に一人で出歩いて大丈夫なの？」

「……大丈夫かどうかはわからないけど」

　深夜の庭園を、肩にルイを乗せたエミーリアはてくてくと歩いていた。キースからの情報によれば『闇の翼』は、ほぼ解体されたという――だが、まだ一つだけ心配なことがあった。

　あの男は、騎士団の手入れから逃れて、王宮に入り込んだらしい。貴族の令嬢達が集まっている場所に逃げ込まれるなんて、この国の騎士団はいったいどうなっているのだ。

「――一つだけ、やり残したことがあるのよね」

　隠れ家を急襲され、捕らえられた者は、自分の知る限りのことは白状したらしい。今後、裏付け捜査も進められていくのだろう。

（……いつだったかも、こんなことがあったな）

　月を見上げて懐かしく思う。

　ここに来たばかりの頃、どうやってクリスティナに自信を持たせようかと試行錯誤していた。あの時、ルイを連れて庭園を徘徊しているところをキースに捕まった。

　あの時のエミーリアにとっては、キースは雲の上の存在。それなりに親しく話をする仲になるとは、考えてもいなかった。

「――誰？」

　背後に気配を感じて、エミーリアは振り返った。だが、誰もいない。

　ここは庭園の端だし、外からの出入りもやろうと思えばできなくもないはずだ。もちろん警備はしているけれど、潜り込むことは不可能ではない。

「僕、様子見てこようか？」

「あなた、鳥目でしょ。ほとんど何も見えないくせに」

「――そうだった！」

「あなた、この生活始めて何年目よ……！」

　思わずエミーリアは突っ込んだ。十年近く鳥として生活しているのに、まだ慣れていなかったか。

「そうだね……うん、でも、背後からなんか嫌な気配はするよね」

「……そうね。私も感じてるんだけど」

　背後の気配は気にしつつ、それは見せないようにしながらエミーリアは歩み続けた。

（……騎士団の詰め所に向かった方がよさそう）

　だが、向きを変えかけた時、岩の陰に何か隠されているのに気が付いた。持ち上げてみると、かなり重い。

　中に入っていたのは箱が一つ。その箱を開いてみたら、中にはガラスの瓶がいくつも入っていた。

「これって――」

　瓶の蓋を開けて、中身を確認してみる。メイリーの部屋でかいだのと同じ甘い匂いがした。

「キースが集めたやつじゃない？　ほら、開封したら毒性が高まるって言ってたじゃないか」

「なんで、それがここにあるのよ。始末したってフルヴィウス騎士団長は言ってたじゃないの」

　エミーリアの言葉に、二人とも首を傾げる。

「――その薬を作るのもなかなか大変でね。部下に持ち出しさせるはずだったのだが、ティーパーティーの騒ぎでその機会を失ってしまった」

　その声にエミーリアは振り返った。そこに立っているのはロイズだった。

（……まずい気配がする）

　彼の表情はここからはよく見えないけれど、声音からは何か危険な雰囲気を感じた。

「――フルヴィウス騎士団長！　こんな時間にどうしたんですか？」

「王宮を離れる前に、やり残したことをやっておこうかと」

　ロイズが王宮を離れるとは、聞いていなかった。今日の失態の責任を取らされるのだろうか。今までの騎士団長と比べると、彼は明らかに若い。

「……まさか」

　ふいにその時、エミーリアの頭に浮かんだのは、王宮騎士団のトップであるロイズが、情報を流していたのではないかということだった。

　証拠なんてない。ただ、そんな気がしただけ。けれど、それならば、騎士団が後手後手に回るのもわかる。

「――あなたが、『闇の翼』の指導者なのね？　それなら、すべて納得できる」

「意外に鋭いんだな。そう、私が指導者だ――まさか、こんな風に撤退することになるとは思ってもいなかったが」

「なんで――」

「私は、元々平民の生まれでね。ここまで来るのは大変だった――このところ、王宮騎士団の人員を国境に回そうという動きがあったから、都近辺にも手を回していたのだが」

「なるほどね……」

　そう会話しながら、エミーリアは必死に頭を巡らせる。

　たぶん、国境に王宮騎士団の騎士を回されたら、強盗を行ったとしても今までより獲物が少なくなるということなのだろう。

　だから、都で捜査にあたっていた王宮騎士団の者に攻撃を仕掛けた。ロイズより上の騎士が退団すれば、ロイズがそれだけ上層部に近づくことになる。

　そうすれば、彼が情報をいいようにねじ曲げられるから、いろいろと動きやすくなるということだと思った。

「そこまで気づかれたのならしかたない――『闇の翼』の残党の仕業、ということにしようか。マグナス卿と名乗っていた男も見つかっていないからな」

「それって、あなたのことでしょう？」

　そう口にすれば、ロイズは顔をゆがめた。思い付きだったのだが、図星だったようだ。

　明らかな殺意を持って、彼がこちらへと一歩踏み出す――エミーリアは彼に注意を向ける。

（彼から逃げ出そうとして……成功する？）

　必死に頭を巡らせる。頭の中にいくつかのパターンを思い浮かべたけれど、すぐにロイズに追いつかれるのが目に見えていた。

「エミーリア……なんかやばいよ、彼。やっぱり強い。僕が目をくらますくらいならしてやれるけど」

「……必要があればお願いするわ」

　ルイは、いざという時にエミーリアの手助けをしてくれる。だから、彼の手を借りれば、この状況を逆転できるかもしれない。

「誰にも見られずに、これを外に持ち出すつもりだったのだが、こんな夜中に庭園を歩き回る者がいるとは思ってもいなかった」

「……集めた薬を、外に持ち出すつもり？」

「そのつもりだ。効果のほどは王宮内の女性達が身をもって証明してくれた。飲み過ぎれば身体をそこなうが、少しならば問題ないと考える者もいるはずだ」

　エミーリアは凍り付く。どこまでこの薬を広げるつもりなのだろう。

　この男は、自分の欲だけで動いている。持ち出した薬を、どこかでまた売りさばく。欲しがる者が多いと見込んでいるのならば、もう販路もあたりがついているに違いない。

　だが、その前に彼がやらねばならぬのは、目撃者、つまりエミーリアの口を塞ぐこと。

　逃げ出す隙なんて見つからない。背筋を、冷たいものが流れ落ちる。

　勝利を確信したかのように笑みを向けたロイズがゆっくりと剣を構えた。

（どうすればいい？）

　素早く視線を左右に走らせ、逃げる隙を見つけ出そうとする。だが、相手は騎士として訓練を積んできた相手だ。隙なんて見つからなかった。

「――エミーリア！」

　ゆらりとルイの身体が揺れ、彼のいたところから、一筋の光が天にめがけて駆け上がっていった。そこから降りてくる光が、庭園の一角へと注ぐ。

　その光の方へとエミーリアは走った。なぜ、そちらに向かっているのかもわからないまま。

「逃がすか！」

　ロイズの目がくらんだのは一瞬だけ。すぐに気を取り直して、追いかけてくる。

　彼はエミーリアの力を知っているから、先制攻撃をしかけるというわけにはいかないだろう。せめてロイズの動きを見られれば。

「エミーリア、下がってろ」

「キース殿下！」

　天の助けが来たかと思った。エミーリアは思わず声の方へと振り返る。

　ロイズが舌打ちをする音がした。

「――お前は下がってろと言っただろ。その鳥も一緒に」

　言われてエミーリアは、おとなしく後退した。

「……どうやって、キース殿下を連れてきたのよ」

「君か騎士団長をどこかに飛ばすか、誰かを連れてくるか迷ったんだよ！　キース殿下なら一番早いと思って」

　ひそひそとささやきあう二人の前で、キースが剣を抜く。

　先に動いたのはキースだった。

「まったく、お前にたどりつくまで時間がかかったぞ！」

　上段から勢いよく振り下ろされたキースの剣を、ロイズは余裕たっぷりに受け止めた。受け止められたキースは素早く飛び退き、さらに追撃を加えた。

「騎士団長が、組織と関わりを持っているだなんて誰も思わないだろう――いつから、たくらんでた？」

「さあ……いつからだろうな！」

　今度はロイズが打ち込んだ。その攻撃を受け止めたキースがよろめき、エミーリアの口から声が上がる。

「……ど、どっちが強いと思う……？」

「たぶん、騎士団長……！」

　エミーリアの前で何度も二人は剣を打ち合わせる。

　その度に、この騒ぎに誰も気づかないのがおかしいと思うくらいの音が響く。

　ロイズの方が強いとルイは言う。エミーリアの目にもそのように見えていた。だが、今さら自分が割ってはいるわけにいかない。

「……あなたの力でどうにかならないの？」

「無理！　キースを瞬間移動させた段階で力尽きた……だいたい、あれだって君の命が危険だと思ったからストッパー外れただけだからね？」

　この世界に来るにあたって、ルイの能力はだいぶ制限されているらしい。こうなったらエミーリアにできるのは祈ることだけだ。

　目の前で繰り広げられる激しい攻防を、息をつめて見守ることしかできない。

　けれど、天が味方したのはキースだった。

「――これで、終わりだ」

　キースが宣告した。ロイズの首に突きつけられた剣に、彼は目を閉じる。

　何がなんだかさっぱりわからないけれど、とりあえず助かったことだけは理解した。

　ようやく物音に気づいたかのように、警護にあたっている兵士達が駆けつけてくる。

「そいつは俺とウィンボーン子爵令嬢を殺そうとした――連れていけ。自害しないように、見張りは厳重にするんだ」

　キースの命令に驚いたような顔をしたけれど、王子の命令は絶対だ。騎士達がロイズを連行していくのをエミーリアはじっと見つめていた。

　これで全てが片付いたはず――けれど。

（た、立てないんだけど……！）

　地面にぺたりと座り込んだまま、立ち上がれない。どうやら腰が抜けてしまったようで、足に力が入らないのだ。

「無事か……なんだ、立てないのか」

　なんとか一人で立ち上がろうと悪戦苦闘しているエミーリアに手を差し出したキースが笑う。そして、もう一歩踏み出した彼の行動に、エミーリアの悲鳴が響き渡った。

「やっ、それはいやっ――それはだめですってば！」

　たしかに腰が抜けているのは事実だけど、お姫様だっこはない。

　だが、この状況で逃げられるわけもなく、背中と膝に手がかかったかと思ったらあっという間に抱え上げられてしまった。

　この状況で部屋まで連れ帰られるとか、羞恥プレイ以外のなにものでもない。誰かに見られてこれ以上キースと個人的な繋がりがあると思われたらもっと困る。

「暴れるな。落とすぞ」

「なにそれひどい！　落ちるんじゃなくて落とすんですかっ！」

　ばたばたと暴れていたエミーリアも、さすがにぱたりとおとなしくなった。

　顔が熱いのが気に入らない。キースとこんなに密着しているのも気に入らない。

　なにより気に入らないのは――心臓がどきどきしていて、口から飛び出しそうになっていることだ。

　違う、こんなことのために王宮まで来たわけではない。けれど、落とされるのも困るので、暴れるのはやめただけ。

「……殿下。と、とりあえず、お礼は言っておきます。助けに来てくださって、ありがとうございました」

　表情を見られるのは悔しいから、キースの肩に顔を埋めたままもごもごと言う。頭の上のほうからキースが笑う気配がしてちょっぴりむっとしてしまったけれど、

「たまには殊勝な時もあるんだな」

　大股に歩みを進めるキースは、ぜんぜん動揺した気配も見せない。ロイズとやりあった影響もまったくないようだ。

「……どさくさまぎれに名前で呼びましたね？」

「悪いか？」

「わ、悪いというか……」

　顔は熱いし、頭はくらくらするし、胸はどきどきしっぱなしだし。絶対、どこかおかしい。

（こ、こういうのなんて言うんだっけ……？　そうだ！）

　こういう緊急事態にどきどきしてしまうことを表すのにふさわしい言葉があったはずだ。心臓がどきどきしているのを誤魔化すように、必死に考えを巡らせる。

（――そうよ、吊り橋効果だ、吊り橋効果！　なーんだ、そうか、そうなんだ）

　吊り橋効果ならしかたない。命が危なかったところを助けてもらったのだから、キースにどきどきしてしまうのもしかたのないことなのだ。こんな風に心臓が弾けそうになっているのも、きっと、明日にはおさまるだろう。

「あー、そうだ、エミーリア」

　エミーリアを抱えたまますたすたと歩いていたキースが、なんでもないことのように口を開いた。

「部屋にいた俺が、気がついたらこんなところに来ていた理由については、きちんと説明してもらえるんだろうな？」

（……し、しまったー！）

　よく考えたらルイがキースを瞬間移動させてきた件について、どう説明するか、ルイとまったく打ち合わせていなかった。いや、そんな余裕もなかったけれど。

　どうやってキースに説明したらいいのだろう。救いを求めて視線を巡らせてみても、いつの間にかルイは姿を消していた。

（ルイのばかあぁぁぁっ！）

　エミーリアの心の叫びは、当然キースには響いていない。

　その件について、エミーリアは黙秘権を全力で行使した。事実を説明したところで、信じてもらえるとも思えなかったし、ルイに説明させるわけにもいかない。

　最終的に根負けしたキースが「監督官として見回りをしていたところ、偶然ロイズがエミーリアを殺そうとしている現場に遭遇した」という説明をすることで合意した。偶然にもほどがあるが、キースとエミーリアの証言が一致していれば、これ以上余計な追及をされることはないはずだ。
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　そして、ついに妃教育最後の日がやってきた。

　ロイズの罪は、現在調査が進められているところだ。意外と強情で、なかなか口を割っていないようだが、そのあたりは尋問係に頑張ってもらうしかない。

　最終的な結果発表はこれからだが、エミーリアは満足していた。

　女性達の間に、タマネギドレスを流行らせることに成功したし、エミーリアの考案した美容クッキーも流行中。

　原材料のダール豆は、ウィンボーン子爵家が最初に目をつけたということもあって、独占的に輸入しているのだ。子爵家の財政は潤いまくりである。

「それでは、私の口から王太子妃となる女性の名を発表したいと思う」

　最初の日に、皆が集められた広間には、ジャレッドの発表を聞くために全ての令嬢が集まっていた。侍女として王宮に上がったエミーリアも、そわそわとしながら結果を待つ。

（クリスティナが選ばれたら――！）

　エミーリアは両手の前で手を組み合わせた。今から祈ったところでムダなのはわかっていても、神頼みしないではいられない心境だ。

「妃には、メルヴィル伯爵家のクリスティナ嬢を選んだ。彼女一人を妃とし、第二、第三妃は持つ予定がない」

　ジャレッドの言葉に、周囲は騒然となった。まさか、クリスティナ一人しか妃に選ばれないとは誰も思っていなかったのだ。エミーリアも含めて。

「クリスティナ、クリスティナ、あなたいつの間に！」

　一応ここでは侍女であると言うことも、主に対する敬意も綺麗さっぱり忘れ去って、隣にいるクリスティナをがっくんがっくんと揺さぶりまくる。

「い、いつの間にって……」

「何そこでぽやんとしてるんですか！　そもそもその反応がありえないですから！」

　いつも以上におっとりとしているクリスティナが怖い。他の令嬢達はどうしているのかとくるりと振り返ったら、以外にも別の方向で盛り上がっていた。

「――そうね。だったら、侍女としてクリスティナ嬢と一緒に王宮に上がるわ！」

「ちょっと待ってくださいグウェンダリン様、あなたの身分で侍女になるとか聞いたことがありません！」

「前例がないからなんだというの？　メイリーあなたも一緒に来るでしょ」

「ええ――それはそれですっごく楽しそうですわね！」

　きゃっきゃとしているグウェンダリンとメイリー。そして彼女達の侍女志願をなんとかして取り下げようとしている侍女達。

　彼女達には災難かもしれないが、エミーリアにとっては父との約束を果たした証拠でもある。

　これから先、困難が待ち受けていそうな予感は満載だけれど、今は勝利を味わっていたかった。
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　ウィンボーン家に戻ったエミーリアは、とてもとてもご機嫌であった。

　そう、ついにクリスティナが未来の王太子妃として認められ、正式に婚約が成立したのである。

　となれば、父が約束の推薦状を取り付けてくれるに違いない。

　クリスティナが王妃となった暁には、エミーリアは王宮を仕切る女官長。夢が膨らみまくりである。

（王宮を裏から牛耳る女官長――ああっ、なんてきゅんと来る響きなのっ！）

　女官長は、ある意味王宮の裏ボスだ。そこを目指すための第一歩。憧れの女官ライフが待っている。

（……試験の準備だってばっちりだし！）

　妃教育から家に帰る前に、実際の採用担当にあたるジュリア女官長と話をする機会があった。

　その時教えてもらったのだが、王太子妃の座争奪戦で、不利な立場にいたクリスティナを合格させたエミーリアの手腕は、彼女も知るところとなっていた。

（ぜひ、来てくださいって言われたもんね――！）

　痩せ薬事件の解決に関わっていたこと、貴族令嬢達の健康的な生活に関わっていたこと、騎士団と協力しての護身術教室等、エミーリアの立てた手柄はけっこうなものだ。

　世間的には第二王子キースの信頼も勝ち得ているということになっているらしい。

　王宮としても、これだけの人材を放置しておくわけにもいかない。

　これから試験を受ける必要はあるが、当初の予定よりはるかに合格する確率は高くなったと判断してもいいはずだ。

「ふふんふーん、ふふんふーん」

　それはもうご機嫌で、エミーリアは机に向かう。広げているのは、過去の試験問題。これらで試験対策もばっちりである。

　頑張って試験勉強をしていたら、扉の外から母が声をかけてきた。

「エミーリア、ちょっと居間まで来なさいな」

「はーい」

　何の用だろうと訝しみながら、居間へと向かう。そして、扉を開いたとたん、エミーリアは硬直した。

「……お母様、このお花はどういうこと？」

　居間の中央、大きなテーブルにどーんと置かれているのは、見事な薔薇の花束。赤とピンクを中心に華やかにとりまとめられたそれが、リビング中にいい香りをふりまいている。

「……ちょっとそこにお座りなさい」

　母に言われて、ソファに腰を下ろす。厳しい顔をした父は、半分花束の陰になっていた。

「あー……すまないがね、エミーリア。女官として王宮に行く話はなかったことにしてくれ」

「……はいぃ？」

　なんのために、王宮にまで行って苦労してきたのだ。立ち上がったエミーリアは、テーブル越しに父親の襟首を掴もうとするが、その前にその手をぴしゃりと母にはたかれた。

「お父様になんてことをするんですか」

「……だって！」

「だってじゃありません！　お父様が何の理由もなくだめなんて言うはずないでしょう」

　それもそうなので、しぶしぶエミーリアは腰を下ろす。じっとりとした目で母を見るけれど、今日までエミーリアを育ててきただけあって、じっとりとした目くらいでは誤魔化されなかった。

「――そのお花はキース王子殿下から届いたのよ」

　飾られている花は、全部で百本あるそうだ。百本の薔薇はかなりの迫力であるが、何もないのにこれだけ見事な花を贈ってくるはずがない。

「殿下は何を企んでいるの？」

「企んでいるだなんて、言葉が悪いわ」

　しかめっ面になったエミーリアを、母がたしなめた。そして、父がとんでもない発言をする。

「……お前に王子妃として王宮に上がって欲しいそうだ」

「……はぁ？」

　完全にエミーリアはパニックにおちいった。

　婚約破棄された時の方がまだ驚かなかった。

　妃教育に参加はしたが、女官になりたいのであって、王子妃になりたいわけではない。

「嫌、絶対に、嫌！　私は女官になりたいんだってば！」

「この縁談は断れないだろうが！」

「クリスティナを王太子妃にしたら、結婚しなくていいって言った！　お父様の嘘つきー！」

「結婚が嫌なら、王子付きの侍女でもいいというお話だったぞ」

「それも嫌！」

　――こうして、エミーリアの妃教育は、予想もしなかった形で決着がつくこととなったのだった。

















第九章　エミーリア、野望の入口に立つ












　王宮内にある女官の寮に入ったエミーリアは、せっせと荷物を解いていた。明日からは、いよいよ女官としての生活が始まるのだ。

　エミーリアに与えられたのは三階の一室だった。

　女官には制服が支給されるから、家から持ってきたのは寝間着や下着がメイン。あとは何かあった時『ウィンボーン子爵家の娘』として振る舞えるよう、身分に相応しいドレスが二着。

　――それと。

「いつまで僕を籠に入れておくつもり？」

「あなた、自分で抜け出せるでしょうに。別に鍵かけてるわけじゃないんだから」

　黄金の鳥籠におさまっていたルイは、かちかちと嘴を鳴らし、身体を揺らし、翼をばっさばっさと振り回して、全身で不満だと訴えてきた。

「そのくらいしてくれてもいいじゃないか！　僕は君の守護天使なんだぞ！」

　あまり放っておくとますますやかましくなりそうだったので、しかたなく籠の出入口を開けてやる。

　ひゅんっと勢いよく飛び出してきたルイは、エミーリアから少し離れた棚の上に落ち着いて、そこで羽根の手入れを始めた。

「まあまあ、いい部屋よね」

　本棚に空になった鳥籠を移動させて、エミーリアは室内を見回した。

　女官は、行儀見習いとして王宮に上がる侍女とは違って役人という扱いだ。国民から納められる税金で給料が支払われるために、基本的に部屋の作りは質素なもの。

　貴族という今世の基準からすると、部屋そのものもすごく狭い。前世──日本にいた頃の基準から判断すると、おそらく六畳より少しだけ広い、という感じだろうか。八畳分はないと思う。

　壁は真っ白に塗られていて、清潔感のあるベージュのカーテンが窓にかけられている。

　実家にいる時は天蓋のついた豪奢なベッドで寝ているのだが、この部屋に置かれているベッドはいたってシンプル、シングルサイズだ。

　壁に作りつけられているクローゼットも狭い。制服と持参のドレスを入れたら満杯だ。

　あとは窓辺に机が一つ。その机の上に鏡が置かれていて、机が鏡台を兼ねている。

　そんな殺風景な部屋の中で目立っているのは、壁に押しつけるようにして置かれている本棚だ。

　これからはどんどん勉強しろということなのだろう。本棚だけは大きかった。

「あー……この狭さが落ち着くぅ……」

　荷物を片付け終え、勢いよくベッドにエミーリアは寝転がった。

　この狭さ、簡素さが前世日本人だったエミーリアにとっては逆に心地いい。

（キース殿下とは、あれ以来お目にかかる機会はなかったな）

　キースとは、妃教育を終えて以来会っていない。

　正式な作法に乗っ取って求婚してもらったが、作法に乗っ取って父からお断りしてもらった。

　この国では、貴族でさえあれば王族との婚姻も可能だ。だが、子爵家の娘という身分を考えれば、嫁いだところで大変そうなのは目に見えている。

　それに、女官になりたいという目標もある。キースへの感情も、どう名前をつければいいのか自分でもわからないし、安易に求婚を受け入れるわけにもいかなかった。

（今はまだお忙しいんだろうし）

　当時の騎士団長ロイズ・フルヴィウスが、妃教育の場に持ち込んだのは、美しく痩せるための薬だった。この国では、痩せているほど美しいという風潮があるため、ぽっちゃりしているのを気にした令嬢の中には、大枚をはたいてその薬を入手しようとした者もいた。

　その目論見は阻まれたのだが、騎士団長が罪を犯したために、今、王立騎士団は混乱の極みにある。

　捜査をかく乱するために、ロイズの手の者によって怪我を負って退団したり療養生活を送ったりすることとなった騎士は多く、根本的に人手が足りていないらしい。

　全国に広がる騎士団の組織を再編成し、新たに人員を割り当てる。その陣頭指揮を執っているのが、臨時で騎士団長の地位を兼ねているキースだというのは先日聞いた話。

（本当に気にならないの？）

　一瞬、心の中でそう問いかける声がして、エミーリアはぶんぶんと首を横に振った。

　やっと憧れの女官生活が始まるのだ。余計なことに気を取られている場合ではない。

　本棚の上からぴょんと机の上に移動したルイが首を傾げた。

「……あれ、誰か来るよ」

「誰だろ……今日、会いに来る人なんていないと思うけど」

　ルイの言葉に耳をすましてみたら、たしかにこちらの部屋へと近づいてくる足音がする。

　そして、足音は部屋の前で止まった。扉がノックされて、エミーリアとルイは顔を見合わせる。

「どうぞ？」

　不審がりながらもそう返したら、扉を細く開いて顔をのぞかせたのは、ディーン伯爵家の令嬢であるシンシアだった。

「お久しぶりね、シンシア嬢」

「お久しぶりね、エミーリア嬢」

　招き入れられたシンシアは、愛想のよい笑みを浮かべてエミーリアを見た。妃教育の参加者だった彼女は、当時、王太子妃の有力候補のうちの一人と目されていた。

　最有力候補であったハーバートン侯爵令嬢グウェンダリンともども、エミーリアやクリスティナとは対立する立場にいたのである。

　だが、前騎士団長ロイズの起こした事件で体調を崩し、妃教育からいつの間にかフェードアウトしていたので、彼女のことはすっかり頭から抜け落ちていた。

「私も女官になったのよ。だから、挨拶はしておこうと思って」

「あなたも？」

　思いがけない言葉に、エミーリアは目を瞬かせた。

　グランディール王国の王宮で働く女性は、『侍女』と『女官』に分類される。

　貴族の令嬢ならば、身分の高い女性の側に控え、身の回りの簡単な世話をしたり、話相手をしたりする侍女として出仕するのが通例だ。結婚前の行儀見習いも兼ねているからだ。

『女官』は役人として出仕し、主に女性王族に関わる仕事が担当だ。

　業務内容によっては単独で国外に赴くこともあるほど、仕事内容は多岐にわたる。妃教育を終えた貴族の令嬢が選ぶ道ではない。

　まさか、エミーリア以外にこの道を選ぶ貴族の娘がいるとは思ってもいなかった。

「驚くほどのことじゃないでしょ。試験を受けて合格したらなれるんだから。試験は難しかったけど、なんとかなったわ」

「女官試験に合格するってすごいなと思って。だって、私は……その、推薦状組だから」

　エミーリアはもじもじとした。試験だけで合格したシンシアの前に出ると、少々卑屈になってしまう。

「当然でしょう？　妃教育でのあなたの働き、ものすごかったもの。女官試験、受かって当然よ。私が試験監なら、あなたを逃さないわ」

　微笑みながらそう言われたら、正直悪い気はしない。

　女官は男性優位のこの国において、男性と対等に渡り合うことのできる数少ない職業である。国内の有能な女性は、皆一度は女官を目指すと言っても過言ではないため、女官試験はとても狭き門。

　そんな女官の選考において、有利になる方法が一つだけある。それは、侯爵家以上の貴族から推薦状をもらうことだ。

　推薦状があれば、試験の合格ラインが多少甘くなり、推薦状を持っていない人よりも有利となる。

　推薦状を持っているイコール国の中枢に関わっている人達が「この女性は有能である」とお墨付きをつけたのも同然だからだ。

　エミーリアも、父の取引先である侯爵家からの推薦状をもらっていた。それとこの度王太子との婚約が決まったエミーリアの従姉妹、クリスティナからの推薦状もある。

　クリスティナは伯爵家の娘なので本来推薦状は出せないのだが、王太子妃になることが決定しているので、王太子妃と同じ扱いとして認められた。

　さらにはハーバートン侯爵家の娘グウェンダリン。

　彼女は、王太子妃選定の場である『妃教育』で、クリスティナと王太子妃の座を争った相手でもあるのだが、どういうわけか、彼女も推薦状を出してくれた。

　そんなわけで、学科試験の結果はぎりぎり合格ライン――ひょっとしたら少し足りないかもしれない――ではあったけれど、提出した推薦状はとてもとても華やかなものであった。

「でもよく合格できたわね。ひょっとして、妃教育参加する前から準備してたの？」

　エミーリアの問いに、シンシアは肩をすくめただけ。

「そんな感じね。途中からどう見てもクリスティナ様が王太子妃になるのが目に見えていたから、妃教育はほどほどにしておいて、空いた時間は女官試験の勉強に切り替えていたのよ」

　妃教育に参加している時は、華やかなドレスに身を包んでいたシンシアだったが、今はシンプルな紺のドレスだ。明るい茶色の髪を地味な形に結っていて清潔感溢れる雰囲気である。

　エミーリアは素直に感心するのと同時に慄いた。

（あの状況で、クリスティナが選ばれると判断するなんて、かなり有能なんじゃ……）

　当時、王太子妃の第一候補はグウェンダリンとされていた。

　名門伯爵家の娘であるクリスティナも一応は王太子妃候補であったが、当時はストレス太りをしていたために、選ばれる可能性は低いと見ていた者も多かった。

　その状況で、クリスティナが本命だと見抜くとは、かなり洞察力がある。

（私も負けていられないわね。気合いを入れていかないと！）

　前世でルイの不手際で死亡してしまったエミーリアは、転生するにあたりいくつかの条件をつけたが、その中に今までより頭をよくしてほしいというものはなかった。

　そんなわけで、前世から引き継いだ記憶があるのと、人並み外れた身体能力を持っている分、他の人達より少々有利な面はあるものの、それだけだ。

　おまけにもともと考えるより身体を動かす方が得意――というか、考えることを放棄して先走る傾向にある。

　そんなエミーリアに対し、推薦状なしで女官試験に合格したシンシアは本当に有能なのだろう。強力なライバル出現に顔をひきつらせていたら、くすりと彼女は笑った。

「そう警戒しなくてもいいと思うの。別にクリスティナ様を王太子妃の座から引きずり下ろそうとか考えているわけではないし」

　どうやらエミーリアがシンシアを警戒している理由を勘違いしているらしい。

　今のクリスティナを王太子の婚約者という地位から引き下ろすのは、至難の業だとわかっている。今さらシンシアを警戒する必要はない。

「でも、なぜあなたが女官を？　てっきり結婚するものだと思っていたのに」

　今まではジャレッド王太子の妃候補者だったから、婚約していなくても不思議ではないが、シンシアももう十九歳になるはずだ。

　国内最大最高の花嫁修業である『妃教育』を無事に終えた今、シンシアを迎えたいと願う貴族は何人もいるはずだ。あえて女官になる必要もないと思う。

「兄が家を継ぐことになっているのだけれど、あまり有能ではないのよね。それで、兄に便宜を図れるように、王太子妃の座を狙えと父に命じられたのよ。私は、選ばれなかったけれど」

　だが、そのことを苦にしている様子は見受けられない。

　シンシアが女官となって、有力貴族達と強い繋がりを作ろうと、両親と相談して決めたのだそうだ。もちろん、縁談探しも続けるらしい。

（……なるほどね）

　結婚によって繋がりを作るというのも大切なのだろうが、女官として様々な貴族達に会う機会があれば、違った形で有利な繋がりを作ることができる。

　女官試験に推薦状なしで合格できるほどシンシアが有能だというのならば、家のためにはそれもありなのかもしれなかった。

　互いに近況を報告し終えたところで、シンシアが話題を変えた。

「そう言えば、近いうちにアザール王国の王女殿下がこちらの国に来るそうよ」

「ああ……そんな話もちらっと聞いているわ。なにしろ、ダール豆の輸入に関しては我が家が一番の大手だから」

　エミーリアの実家であるウィンボーン子爵家は、国内最大の流通網を持っている。それを活用して国内の郵便事業を一手に引き受けているだけではなく、伝手を使って輸出入業にも手を出しているのだ。必然的に、噂が集まってくる。

「それで、そのことに関して感謝の念を伝えに表敬訪問するというのがもっぱらの噂ね」

「父もご挨拶する機会をいただけるかしら」

　国内有数の富豪ではあるが、子爵家という身分もあり、王宮の重要な行事には呼ばれないことも多い。ダール豆の輸入が関係しているというのなら、今回は父も呼ばれることになるだろう。

「それよりいいの？」

「何が？」

　シンシアが興味津々のまなざしでこちらを見つめている。エミーリアはそのまなざしに臆することなく見つめ返す。

　二人の間に微妙な沈黙が落ちた。どうやら、話は長くなりそうだ――となれば。

「そうだ。実家から持ってきたお茶があるのよ。お湯もらってくるからちょっと待ってて。あと、マドレーヌもあるの」

「それなら、私は部屋からクッキーを持ってくるわ。家の料理人の焼いたクッキーはかなりおいしいんだから」

　女官の部屋には湯沸かし器などないから、お湯は厨房までいちいちもらいにいかなければならない。とはいえ、エミーリアはさほど不自由だとは思っていなかった。

　それは、前世での経験があるからだろう。前世のエミーリアは、なかなか有望な空手の選手だった。合宿に使っていた場所では、給湯室までお湯をもらいにいかなければならなかったのだ。あの頃と大してかわりないような気がする。

　シンシアは女官長を目指す上でのライバルになりそうなのは事実だけれど、今後は仲良くできそうだ。必要以上に敵を作る必要もないし、もてなしておこうか。

　厨房でティーポットに湯を入れて戻ってくると、部屋に着く頃にはちょうど飲み頃になる。二つのカップにお茶を注いで出すと、シンシアは迷うことなく手を伸ばした。

　シンシアが家から持ってきたというクッキーは、さくさくとしていておいしかった。ダイエットの必要性は今のところ感じていないから、遠慮なく頂くことにする。

　今朝、実家の厨房から持ち出してきたマドレーヌもいい味だ。お互い、長話をする準備を終えたところで、エミーリアは改めて切り出した。

「さっきアザール王国って言ってたわよね。来るのはラティファ殿下かしら――たしか、他にも王女はいたと思うけど、他の王女はまだ十代前半よね」

「あなた、落ち着いてる場合？　ラティファ殿下は、キース殿下と婚姻の話を進めるために来るのに」

「は？　……あっつ！」

　あまりにも驚いたので、思わずお茶を手に零してしまった。慌ててハンカチを出して濡れた手を拭く。幸い、一瞬だけだったので火傷はしていないようだ。

「……まあ、それは……いいんじゃないの？」

　キースに結婚は申し込まれたが、丁寧にお断りしている。断ったのだから、エミーリアの方から何か言えるはずもない。

　――けれど。

（……あれ？　なんでむっとしてるんだろう）

　首を捻っていたら、今度は先輩の女官がエミーリアの部屋を訪れた。

「エミーリア、ああ、シンシアもいたのね。それなら都合がいいわ。ジュリア女官長が二人をお呼びよ」

「す、すぐ行きます！」

　勤めは明日からなので、まだ女官の制服には着替えていない。そのままでいいということだったので、シンシアと二人、急いで女官長の部屋へと向かった。

　ジュリア女官長という名前を聞くと、思わず背筋が伸びてしまう。だって、彼女はエミーリア憧れの人なのだ。

　平民出でありながら、女官試験にトップで合格し、その後は出世街道一直線。四十代に入ったところで女官長に上り詰めたという伝説的人物だ。

　なお、二十代半ばで王立騎士団の騎士と結婚し、三十代に入ったところで出産も経験。現在二人の子供を育てながら働いているキャリアウーマンでもある。

　エミーリアが女官を目指した理由の一つには、自分の力でそれをなしえた彼女の存在もあった。

「……ああ、二人とも来たわね」

　ジュリア女官長は二人を見ると微笑んだ。

　シンシアより明るく赤に近い茶色の髪を、きっちりと結い、女官長だけに許される制服――黒一色で襟だけ白い――を着た彼女は、いかにも仕事のできそうな雰囲気だ。

「あなた達二人に頼みたいことがあります。数日中に、アザール王国のラティファ殿下が到着します。二人は姫君のお世話をしてください」

「……あの、侍女がついているのでは？」

　一国の姫君ならば、侍女くらい連れてくるはずだ。わざわざ世話係なんて必要ないだろう。

　シンシアの言葉に、彼女はゆっくりと首を横に振った。

「先方から、侍女は連れてこないので、誰かつけてほしいという申し入れがあったのですよ。ラティファ殿下の侍女達はこちらの風習には不慣れですからね。だから、あなた達にお願いしたいのです」

　表情に出さないようはしたけれど、不満がないと言えば嘘になる。他国の賓客に侍女としてつくのも女官の仕事に含まれるが、まさかいきなりそちらに回されるとは思っていなかった。

「あなた達は、侍女として王宮に来たわけではないから、仕事の内容に不満はあるかもしれないけれど、女官長の地位を目指すのであれば、国外の方と顔を合わせておくのも大事なことになります。あなた達、女官長の地位を目指すのでしょう？」

　まさか、そこを突かれるとは思ってもいなかった。

（誰がジュリア女官長に言ったの……！）

　エミーリアがキースの求婚を断ったのには、女官になりたい、いずれは女官長を目指したいという理由があるのは隠さず公言してきたが、彼女の耳にまで届いているとは。

「宮中のありとあらゆることに目を光らせなければ、女官としては務まりませんよ」

　いくら平民にも門戸が開かれているとはいえ、平民出身者で女官長の地位まで上り詰めたのはジュリア女官長が初めてだ。その彼女の言葉だけに、発言の一つ一つに重みがあった。

「……かしこまりました」

　そこまで言われては、逆らえるはずなんてない。女官の仕事には、賓客の侍女として対応することも含まれている。

「ラティファ殿下が滞在するのは、クリスティナ様の隣の部屋になります」

　だが、続く彼女の言葉に、エミーリアは顔をしかめた。今度は思いきり表情に出た。

　妃教育を勝ち抜き、見事に王太子妃となった――正確にはまだ婚約期間ではあるが――のクリスティナは、王太子妃になる準備をするため、王宮内の部屋に宿泊していることが多い。

　その隣の部屋に入るなんて、まるで王太子がもう一人妃を迎えようとしているみたいだ。

　女官長の部屋を退出し、シンシアと廊下を並んで歩きながら、エミーリアはぶつぶつと文句を垂れた。

「あの時は、クリスティナ以外妃に迎えるつもりはないと言っていたのに」

「……どうかしらね。ラティファ殿下が嫁ぐのなら、私はキース殿下の方が可能性が高いと思っているのだけど」

　求婚を断ったのだから、エミーリアには何も言う資格はないのに、やはりもやもやしてしまう。こんな感情に振り回されたくはないのに。

「とにかく、クリスティナのところに一度話を聞きに行かなきゃ。あなたも来る？」

「そうね。一緒にお邪魔してもいいかしら……確認しておきたいこともあるし」

　女官長への道を進む上でシンシアは強力なライバルになるだろうが、彼女が有能なのはもう知っている。協力してくれるというのなら、反対する理由はない。

　クリスティナの滞在している部屋は、女官長のいる部屋とは別棟にある。階段を下りて、そちらへと向かった。

「クリスティナ、ちょっといい？」

「あらいらっしゃい、エミーリア。それにシンシア嬢も。お久しぶりね」

　ソファに座っているクリスティナの膝の上でごろごろと喉を鳴らしているのは、妃教育の時、クリスティナの部屋の前に放置されていた猫だ。

　不細工な黒猫ではあるが、いいものを食べさせてもらっているので、最近は毛並みが艶々してきた。

「あなた達なんでここにいるの？」

　エミーリアは目を丸くした。

　室内にいるのは、クリスティナと猫だけではなかった。クリスティナと向かい合う位置に、二人の令嬢が座っている。

　ハーバートン侯爵家のグウェンダリンとイルウォート伯爵家のメイリー。いずれもかつて、妃教育でクリスティナと王太子妃の座を争った名門貴族の令嬢達だ。

「なんでって、侍女なんだから当然でしょう？」

「侍女として入るって、私言ったわよね？」

　メイリーとグウェンダリンが同時に返答し、あまりの事実に、エミーリアは口をぽかんと開けてしまった。

　たしかに、妃教育が終了し、クリスティナが王太子妃に選ばれたと発表されたその場で、グウェンダリンは侍女として王宮に入ると宣言したし、メイリーも同調した。

　あの時は、あの場の熱気に当てられて口走っただけだと思っていたのに、まさか本気でここに来るなんて。

　たしかに彼女達ならば侍女として王宮に出仕するのに何の差し障りもないだろうが、せっかく妃教育を終えて縁談も選び放題だろうに、わざわざここに来る理由がわからない。

「なんだって、クリスティナの侍女になんか……」

　ぼろっと口から本音を零したら、グウェンダリンはふふんと笑った。

「馬鹿ね。ここにいたら、キース殿下と顔を合わせる機会が増えるじゃない。あなたは女官だから、そうはいかないでしょうしね。なんのために推薦状を出したと思っているの？」

　キースに近づく機会を得るためにクリスティナの侍女になったというわけか。

　それだけではなく――邪魔になるであろうエミーリアを追い払うために、女官としての推薦状を出してくれたらしい。たしかにいい手ではあるのだろう。

　本来、このぐらいでなければ、王太子妃になんてなれないのかもしれない。

「クリスティナに意地悪しようってんじゃないでしょうね？」

　妃教育の時に、グウェンダリンからいろいろ嫌みを言われたことを思いだして、エミーリアは問いかけた。

「何をされてもけろっとしてるのは、妃教育の時にわかってるわよ。王太子妃に正式に選ばれた相手に意地悪するほど馬鹿じゃないわ。今後の宮中での立場を悪くしたくないもの」

　横からメイリーが口を挟む。

　たしかに妃教育の場では、そういった意地悪や嫌がらせにどう対応するかということも審査基準に含まれていた。

　女の嫉妬が怖いということを、王宮の皆様はよくご存じらしい。

　正式に決定したならば、未来の王太子妃と上手くやっていく方が後々家のためとなる。それを二人ともわかっているようだ。

「それに、キース殿下もあなたの推薦状を出したのでしょう？　だったら、あなたと一緒に妃教育を受けた私が出してもいいじゃないの」

「はいいぃ？」

　グウェンダリンの言葉にエミーリアの声が裏返った。

　エミーリアが把握している推薦状は、父が取引先からもらってくれたもの、クリスティナとグウェンダリンの三通だったはず。

「それにジャレッド殿下からも」

「……嘘ぉ。なんで、ジャレッド殿下が――」

　ぽかんとエミーリアの口が開く。貴族令嬢としても女官としてもありえない表情だが、この場合は許されると思いたい。

「あなた知らなかったの？　殿下も、あなたの働きを認めたということでしょう？」

　シンシアの言葉に、思わずエミーリアは彼女の腕を掴んだ。

　エミーリアが推薦状組なのは周知の事実だろうが、まさか王子二人まで推薦状を出してくれたとは。

「だって、あの方……妃教育にはほとんど顔出してなかったじゃないの！」

　先日までジャレッドは国内を騒がしていた盗賊団を壊滅させるために力を尽くしていた。

　その作戦の実行期間と、妃教育期間がまるっとかぶってしまっていたために、ジャレッドは、ほとんど妃教育に顔を見せることはなかったのだ。

　キース他、派遣されてきた監督官が令嬢達をふるいにかけ、選考に残った令嬢の中からジャレッドがクリスティナを選んだのが前回の王太子妃選考の経緯だ。

　監督官として妃教育の場に立ち会っていたキースならともかく、裏で暗躍していたエミーリアについてまで、ジャレッドが知る機会があったとは思えない。

「一応、自力で勝ち取った合格だと思ってたのに……王族からの推薦状なんて、絶対に、絶対に、絶対に落とせないじゃないの……！」

　エミーリアが深々とため息をつくと、クリスティナがくすりと笑った。

「あなたの活躍があったからこそ、ジャレッド殿下もキース殿下も推薦状を出してくれたのよ」

「そうかもしれないけど。複雑だわ」

　推薦状なしでのし上がってきたシンシアが隣にいるから、なおさら強くそう思う。

　誤魔化すみたいに室内をぐるりと見回してみるが、最後に訪れた時と大きく変わった雰囲気はない。変わった点といえば、壁際に置かれた飾り棚に、以前はなかったジャレッドからのカードが飾られているくらいだろうか。

　ようやくここまで来た本題を思い出し、エミーリアはクリスティナに問いかけた。

「……アザール王国のラティファ殿下が隣の部屋に入るってあなた知ってたの？」

「ジャレッド殿下からも、よろしく頼むって言われてるわ。それがどうかした？」

　ふわふわと微笑むクリスティナに、エミーリアの気勢がそがれた。どうやら、彼女は危機感をまったく持っていないらしい。

「大切なお客様でしょう。一番いいお部屋に滞在していただくのですって」

「ええと、そういうんじゃなくて」

　どう言えばいいんだろう。

（この子、全然危機感抱いてないー！）

　妃教育を終えた今現在は、クリスティナだけが王太子妃として認められているが、妃教育を受けなければならないというルールは、国外から嫁いでくる女性には適用されないらしい。

　それなのに、クリスティナはまったく危機感を覚えていない。もう少し焦ってもよさそうなものなのに。

「……エミーリア嬢は、ジャレッド殿下がもう一人迎えようとしているのではないかと心配しているのでしょ」

　侍女としてはちょっとどうかという強めの口調で、グウェンダリンが言う。メイリーが顎に手をやって考え込む仕草になった。

「……私はそう思っているわ。でも、シンシア嬢は、キース殿下の可能性の方が大きいって」

「ええ。だって、まだお相手の決まってないキース殿下の方が話を持っていきやすいと思うもの」

　シンシアの言葉ももっともだ。さらに彼女は言葉を重ねた。

「ただ、今回隣の部屋に入るというのは、警備上の理由もあるでしょうね。他国の姫君をしっかり守りたいのならば、クリスティナ様と一緒の建物に滞在していただくのがいいでしょうね」

　その場に居合わせた令嬢達の間の空気も、一瞬にして変化する。

　今は大変な時期なのだ。キースの妃候補が来るという以上に、警戒しなければならない。

「……そうね。言われてみればそうだわ」

　グウェンダリンがつぶやいた。

　今、信用できる者はごく限られていて、人手が足りないし、その少ない人数でできることには限界がある。

「……とにかく、ラティファ殿下には警戒しなくては」

「そんな必要はないわ」

　エミーリアが小さくつぶやくと、クリスティナは微笑んでエミーリアの言葉を否定した。

　よくもまあこれで、妃教育を勝ち抜けたものだ。勝ち残らせるために協力したのはエミーリア自身ではあるが。

「ここまで来たのだから、隣の部屋を確認しておきたいわね。エミーリア嬢もどう……いえ、明日からは女官になるのだから、呼び捨てにすべきね」

「そうね。そうしましょう。私もあなたをシンシアと呼ぶから」

　シンシアにうながされ、エミーリアは立ち上がる。今、これ以上できることはない。

　あとは、ラティファが到着してから考えることにしよう。

「――キース殿下を横からかっさらわれてたまるものですか。いいこと？　あなたにも邪魔はさせませんからねっ！」

　エミーリア達を部屋の外へと送り出してくれたグウェンダリンは、鼻息も荒く右手をぐっと強く握りしめて宣言する。それには、苦笑いで返すしかなかった。






　その日の夜、エミーリアはルイを連れて庭園へと出た。

　庭園のこのあたりは妃教育を受けていた場所とは少し離れているから、ここに来るのは初めてだ。

　女官は公務員のようなものであるが、自室で飼える小型の動物に限り、ペットの飼育も認められている。そのため、堂々とルイを連れて歩ける。

「まさか、女官としてのお勤めがアザール王国のお姫様の接待で始まるとは思ってもいなかったわよ」

「いいんじゃないの？　だって、アザール王国のお姫様は君のお父さんにすごく感謝しているんだろうし、我儘なんて言わないと思うけど」

　妃教育の最中、エミーリアはアザール王国の特産品であるダール豆が、前世でいう大豆に近いのを知った。

　ダール豆を取り寄せ、クリスティナのダイエットに役立てたのであるが、おかげでグランディール王国内のダール豆の消費量は急増。アザール王国から大量に輸入したのだが、それに携わったのはエミーリアの父である。

「あまり我儘を言わないでいただけたら嬉しいなぁ。ところで、ダール豆ってこちらの土壌でも育てやすいんですって？」

「うん。今まではあまり食べられていなかっただけで、育てるのはそんなに難しくないよ」

　ダール豆に関しては当面の間、輸入に頼らなければならないが、父の持つ農場では、もう栽培に向けての準備が始められている。

　アザール王国から何人かの若者を農場に入れて、ダール豆の栽培方法を教わるかわりに、グランディール王国内で栽培されているおいしいトマトの栽培方法を教えるという条件だ。

　エミーリアの考案した――というか、前世の知識をもとに料理人達に頼んで作ってもらった――美容クッキーは、今や国中で作られている。

　ダール豆は他にもいろいろ活用できるし、今後もアザール王国との仲は良好にしておきたいところだ。

「……ま、そのあたりはお父様がうまくやってくださるでしょうね」

　商売に関して、エミーリアが口を挟むつもりは今のところない。

　実家の力で使えるものはとことん使うつもりではいるが、女官としてのお勤めの中では実家の力が必要になることはたぶんない。

「……さて、明日からのお勤めに備えてそろそろ帰らないとね」

　最終的なチェックはもちろん女官長が行うのだが、滞在中の食事の手配に宿泊場所の手配、またそこにかかる金額の算出などは全てエミーリアとシンシアが行うことになっている。気を抜くことはできなかった。

　これもまた、女官としての仕事の一環である。ジュリア女官長みずから、二人を鍛えてくれるのだから、ありがたいと思わなくては。

「……あら？」

　向きを変えて歩き出そうとしたところで、灌木の陰から足が突き出ているのに気がついた。

「何？　どうしたの？」

　鳥目なので、暗いところでは目が見えにくいルイは、様子が確認できないようで首を傾げる。

「あのね、足が出てるの。誰か倒れてるみたい……」

「大変、誰か呼ばなくちゃ！」

「……死体かも」

　夜中の庭園に倒れているなんて、ひょっとしたら死んでいるかもしれない……縁起でもない想像をしながら、エミーリアはそこに近づいた。

　灌木をひょいと曲がり、相手の全身が目に入ったところで息をつく。そこにいるのはよく知った相手だったので、気が抜けた。

「……キース殿下、こんなところで何なさってるんですか」
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「それはこっちの台詞だ。俺は、ここで考えごとをしていただけだ」

　そこに寝転がって星空を見上げていたのはキースだった。

　死体ではなかったことにほっとしたのはキースに見せないようにして、エミーリアは向きを変える。

　相手がキースだというのなら、ここにこれ以上いる必要はない。

（だって、なんだか気まずいし……）

　なにせ、大量の薔薇の花と共に贈られた求婚を、エミーリアはばっさりとお断りしてしまっている。

　エミーリアがふった形になるのだろうし、あまり側にいるのはよくないのではないだろうか。

　けれど、急ぎ足に立ち去ろうとしたエミーリアの腕を、勢いよく立ち上がったキースが掴んで引き止める。

「うひゃあっ」

　妙な声が上がる。

　一応、それなりに相手をかわす手段を身に付けているはずなのに、キースの動きはまったく予想できない。

「急いで行く必要もない。少し話すくらいはいいだろう」

「それは、そうかもしれませんが」

　うろうろと視線を泳がせたら、今まで肩にいたルイがばたばたっと羽ばたいた。そのままエミーリアに与えられている部屋を目がけ一目散に飛んでいく。

「裏切り者ー！」

　キースの前だというのに、エミーリアは思いきり飛び去る後ろ姿に突っ込んだ。それから一つ、息をついて、キースの方へと向き直る。

「……あの」

　なんだか妙な雰囲気だ。というより、エミーリアの方が一方的に気まずさを覚えている。

　だが、キースは何ごともなかったかのようにエミーリアに向かって微笑みかけた。

「女官試験、合格おめでとう。いよいよ明日から始まるな」

　求婚はなかったかのように、キースは今までと何も変わらない様子で声をかけてきた。あまりにも変わらないので、拍子抜けするほどだ。

「あ……ありがとう、ございます」

　キースから祝福の言葉をもらって、耳のあたりがじんわりと熱くなってくる。落ち着かない。嫌ではないけれど、落ち着かない。

「まあ、ここに座れ」

　今まで寝っ転がっていた芝生に座ったキースは、隣に座るようぽんぽんとそこを叩いてうながした。言われるままに座ったが、耳がますます熱を帯びるのを自覚するだけ。

　二人の間は、人一人分くらいのスペースが空いている。まるで、二人の今の気持ちを代弁しているかのように。

「俺も推薦状出したし？　それで落ちるなら、よほど学科試験の出来が悪いんだろうなとは思っていた」

「そうでしたね。今日、聞きました。キース殿下だけではなく、王太子殿下も出してくださったと。なぜ、推薦状を出してくださったのですか」

　思わず目をばしばしさせると、キースは懐かしいものを見たような顔になった。

　その表情に、今度は心臓がどきりとする。

　たしかに数か月前まで、二人はもっとしばしば会話する機会があった。

「女官になれば、王宮でしょっちゅう顔を合わせるだろ？　そうしたら、口説く機会も増えるだろうし、他の貴族に対する牽制にもなるし？」

　悪びれずにしゃあしゃあと言うキースの顔を見ていたら、今、飛び跳ねたばかりの心臓が急に落ち着きを取り戻した。熱くなった耳もさぁっと冷たくなった。

「口説く機会が増えるからって……推薦状ってそんな簡単に出せるんですか？」

　エミーリアの唇から出た声は、冷え冷えとしたものだった。

　たしかにエミーリアは推薦状組ではあるけれど、その推薦状をもらうための努力は惜しまなかった。自分がそこそこ有能な人間であるということも証明できたと思う。

　そう思っていたのに、口説く機会が増えるからなんて、そんな理由で出されたなんて。

　それはエミーリアに対する侮辱というものだ。

「違う違う。エミーリア嬢の有能さについては、俺も充分承知している。だからこそ、推薦状を出した。まあ、いずれ俺の妃にという話が通りやすくなるだろうと思ったのも否定はしないが」

　エミーリアは貴族ではあるが、子爵家の娘なので王族に嫁ぐにはいささか身分が低い。

　もちろん、貴族なので嫁ぐこと自体には問題ないし、王太子ではないキースが相手ならば、そのハードルはさらに低くなる。

「それが、予想よりずっとウィンボーン子爵家にお前との縁談を申し込もうとする家が多かったから……だから、さっさと俺の妃にって約束だけでもしておこうと思った。お前なら俺も安心して仕事を任せることができるし」

「……へ？」

　そっぽを向いたキースは、後頭部をがしがしとかき回している。一瞬、エミーリアもきょとんとした。

（私を妃にって、そういう理由だったの……!?）

　それなら納得だ。男女の色っぽいアレコレではなく、有能さを見込んで妃にしたいと言ってくれた方がよほど納得できるし。

　王子だけではなく王子妃にも、様々な責務が課せられる。女官試験の推薦状を出してくれたのも、有能さを見込んだ上でのことならばむしろ喜ぶべきだ。

（なんだなんだ、そんな理由だったの）

　単純なもので、エミーリアの機嫌も一気によくなった。努力を認めての求婚だというのなら、大喜びだ。その求婚を受け入れるか否かは別として。

「あらヤダ、殿下。そういう事情なら先にお話してくれればよかったのに。つまり、右腕が欲しかったんですね！」

「おい、待てそういうつもりじゃ……」

「何がです？」

　こちらは完璧に納得したというのに、キースはもう一度ため息をついた。そして、手を伸ばしてきたかと思ったら、エミーリアの髪を一房手に取って指に巻き付ける。

「それならそれで、右腕が欲しいと言う！　お前、少しはわかれ！　右腕が欲しいだけじゃない……俺が、言いたいのは」

　指に巻き付けた髪を軽く引っ張られたら、鼓動が跳ねた。

　自分が自分でなくなるみたいで嫌なのに。

　先ほどから熱くなったり、心臓がどきどきしたり――もちろん、それが何を意味しているのかエミーリアは知っている。

　明確に好き、と認めることはできなくても――気持ちを揺さぶられているということも。

「よそに嫁ぐくらいなら、王宮で働いてくれた方がいい。お前は有能だし、信頼できる」

　信頼――その言葉に、また、気持ちを揺さぶられた。

　王族が他人に『信頼』という言葉を与えるのが、どれだけ珍しいことか、下級とはいえ貴族のエミーリアは知っていた。

　どきん、とまた心臓が跳ねて、それと同時に『女官長になる』という夢が、大きくふくれあがって。

　この状況はとてもよくないから、この空気を壊してしまおうとした。

「だめですー。私は女官長を目指すんですからね？」

　キースの顔の前で指を振れば彼のため息がますます大きくなった。それから、キースはぽんとエミーリアの頭の上に手を置く。

「……ま、お前も頑張れ。俺も頑張る」

「殿下は頑張ってらっしゃると思いますけど」

「上に『割と』ってついてなくてよかった」

「つけようと思ったんですけどいらないかなと思って」

「おいっ」

　王宮でキースと再会したらどうなるのか少し不安だったけれど、こうやって話ができるのなら大丈夫だ、きっと。

　部屋まで送るというのを丁寧に辞退し、エミーリアはその場を立ち去る。明日から忙しくなりそうだから、きちんと英気を養っておかなければ。

　数歩行ったところでふと気づく。

（ラティファ殿下とは、どうするつもりなのか聞くの忘れた……）

　聞いたところで、エミーリアにできることはたいしてない。とりあえず、与えられた任務に精一杯取り組もうと思った。






　翌日からしばらくの間、エミーリアとシンシアは、ラティファ滞在の準備に追われることになった。

　客室を整え、使用人の手配、警護の者達との打ち合わせ――エミーリアとシンシアの仕事は多かった。駆け回りながらも、互いに情報の交換は怠らない。

「アザール王国って今、大変なのよね」

「そうなの？」

　警備にあたる騎士達のスケジュール表を確認しながら、シンシアが口にした言葉にエミーリアは素早く反応した。

「ええ、今、後継者問題で大騒ぎになっているらしいわ。王太子殿下が病気で亡くなったでしょう」

「そう言えば、そうだったわね。ダール豆が輸入できなくなるんじゃないかって、一時期父が心配していたわ」

　王宮が荒れていても、民間の人の移動までは止められない。そのため、ダール豆の輸入は、父が心配するような問題は今のところ発生していなかった。

「父から聞いたのだけれど、あちらは一夫多妻制で……現在の国王陛下には王子殿下が十人くらいいらっしゃるのでしょう？」

　エミーリアの言葉に、シンシアの眉間にわずかに皺が寄る。

　アザール王国では、全ての妻の生活を保障できるだけの財力がある場合に限定されているが、王族に限らず、全ての男性に一夫多妻制が認められているのだそうだ。

「私も父から聞いたわ。あまりにも王子の数が多いものだから、次の王太子殿下を決めるのに揉めているみたいね」

　アザール王国の現国王も四人の妻を迎えていて、ラティファは第四妃の生んだ娘だということはエミーリアも知っていた。

　王子の数も多いが、王女も五人いると聞いている。

　そんな中、王太子が亡くなったのだから、後継者争いは、さぞや激化しているだろう。

「……第四妃というのは、一番若くて実家の勢力もたいしたことはないのよね、たしか。ラティファ殿下がこちらに来ると言ってきたのは、国外に嫁ぎたいからでしょう」

　シンシアは冷静に分析しているが、心の中でエミーリアは拳を握りしめた。

　相手の出方によっては、クリスティナが追いやられることになりかねない。ジャレッドはそんな不実な男ではないとは思いたいけれど、ラティファにクリスティナの地位を奪われては、たまったものではない。

　侍女を一人もこちらに連れてこないのは、「グランディール王国の色に染まります」という意思の表れではないかとシンシアは推測する。

　その推測を聞いたエミーリアがげんなりした顔をしていたら、キースが顔を出した。

「エミーリア、シンシア。ここにいたのか。ラティファ姫の警護の件だが、アレックス元騎士団長が復帰してくれることになった」

「ロイズによる襲撃で、剣は持てなくなったと聞いたのですが」

　元騎士団長のアレックスは、裏組織の長であるロイズを騎士団長にするために襲撃され、重傷を負って退団せざるを得ない状況に追い込まれた。

　任務中に負った傷が原因で、引退していたアレックスが戻ってくるということはそれほど人数が足りないということなのだろうか。エミーリアはしかめっ面になった。

「頭まで使い物にならなくなったわけじゃない。彼には指揮をとってもらう。実働部隊の隊長は、ゲイルに任せた。ジュリアの夫だから、安心して任せられるだろう」

「かしこまりました。では、どういう配置になるのか配置図をいただけますか。こちらでも、確認させていただきたいです」

「わかった。それは後ほど届けさせる」

　シンシアの言葉に、キースはうなずく。それから、二人に向かって真面目な顔で告げた。

「今回、ラティファ姫の身には充分注意を払ってくれ。というのも……先方の王太子争いの余波がラティファ姫にも及んでいるらしいんだ」

「どういうことですか？」

　エミーリアの問いに、キースはもう少し側に近づくようにと二人をうながした。

「今、王太子候補として名があがっているタリム王子は、第四妃の生んだ王子だ。今まではさほど重要視されていなかったのだが、急激に国内での注目を集めているらしい」

　ラティファも第四王妃の生んだ娘だから、タリムはラティファの同母の兄ということになる。

　彼に関する詳細な情報はないので、どんな人間なのかまでは知らないが。

「無能な方ではないのですよね？」

「そうだと思う。そのため、タリム王子を王太子に推す一派がいたり、ラティファ姫を人質に取ってタリム王子に辞退させようとしている一派がいたり、タリム王子の暗殺を計画したりしている一派がいたりするそうだ」

「……うわぁ」

　キースの前だというのに、エミーリアの口から遠慮のない言葉が零れ落ちた。

　そんなエミーリアに向かって、キースは苦笑する。シンシアも思わず小さく笑ってしまったようだった。

「他国の王太子争いに巻き込まれるのはごめんですね。キース殿下もそのあたりを懸念なさっているのでしょう？」

「タリム王子への揺さぶりとして、こちらの国にいる間にラティファ姫が暗殺されたり、誘拐されたりなんてことになったら大事だからな。その分、こちらとしても警戒はしている。お前達の人選もそのつもりだから、心してくれ」

「……どういうこと、でしょう？」

　キースの話がどこに向かうのかが見えなくて、エミーリアとシンシアは顔を見合わせた。そんな二人に向かって、キースは両腕を広げてみせる。

「経験不足の若い女官をあてがっていると先方には――というかラティファ姫を狙っている一派には思わせておきたい。油断すればしっぽを出すかもしれないからな。だが、本当に経験不足では困る。お前達なら、妃教育も無事にくぐり抜けているし、先方が思っているほど経験不足ではないだろう」

「そ、それは大役ですね……」

　まさか、そんな大役だとは思ってもいなかった。ただお世話しておけばいいと思っていたので、顔をひきつらせてしまう。

「お前達だけに任せておくわけじゃないさ。お前達には女官長が直々に指示しているだろう？　ゲイルをつけるのもそのためだ。それに、クリスティナ嬢達の滞在している建物の使用人は、全員経験豊かな者に入れ替えてある」

「側にいるのは未経験の女官と見せて……油断させつつ、万全の体制で待ちかまえるってことですか？」

　シンシアが問いかけると、キースは大きくうなずいた。

「そういうことだ。この国にラティファ姫が来る目的は、グランディール王国内の視察や、こちらの貴族との親交を深めたいという理由もある。だが、王太子が決まるまで、彼女を無事に守ることが一番大切だ」

　これは責任重大である。

　クリスティナの立場を脅かす相手の可能性もあるが、仕事には気合いの入るエミーリアであった。

















第十章　ラティファ姫、華麗に登場












　万全の体制を整え、ラティファの到着を待ちかまえるエミーリア達の前に本人が姿を現したのは、それから三日後のことだった。

（……すごい美人！）

　従者らしい男の手を借りて、馬車から降りてくるのを見たエミーリアは目を見張った。

　すらりとしているために大柄な印象は受けなかったが、赤と金のドレスをまとった彼女はとても背が高かった。おそらくキースと同じくらいはありそうだ。

　アザール王国は南にあるためか、この国の女性達と比較するとやや肌色が濃い。だが、赤いドレスにはその肌色がよく似合う。

　切れ長の目に、薄い唇。どこか中性的な雰囲気を感じるのは、まなざしに力があるからだろうか。

　金の縁取りが施されたレースの襟は高く、喉を完全に覆っている。ドレスの袖口には襟と同じレースがあしらわれていた。

　馬車から降りるのに手を貸した従者は、小麦色に焼けた男だった。彼女と同じくらい濃い茶色の髪をしているが、ちらりとこちらに向けられた目は灰色がかっている。二十代後半というところだろうか。

「歓迎に感謝いたします。こちらは、供のサイデルです」

　彼女の付き添いは、サイデル一人。たしかに侍女は連れてこないという話だったが、男性の従者がついてくるとは想像もしていなかった。

「ようこそおいでくださいました。我が国の滞在を楽しんでいただけるといいのですけれど」

　出迎えた王妃は、ラティファを歓迎している。それから、クリスティナの方を振り返った。

「こちらは王太子ジャレッドの婚約者のクリスティナです。仲良くしていただけると嬉しいですわ」

「どうぞよろしくお願いいたしますね」

　自分のライバルだということを認識しているのかいないのか、クリスティナはまったく緊張感の見られない表情でラティファを出迎えた。

（警戒心薄過ぎぃ！　あとでしっかり話をしなきゃ）

　癒し系なのはクリスティナの長所だろうが、いくらなんでも警戒心が薄すぎる。

「ラティファ殿下、こちらは殿下の侍女となるシンシアとエミーリアです。彼女達は、先日まで開かれていた『妃教育』にも参加していましたから、安心してお任せください」

「私がラティファよ、どうぞよろしく」

「よろしくお願いいたします」

　王妃に引き合わされると、ラティファはにこりとして手を差し出した。

　ラティファの方から握手を求められたから、エミーリアもためらいつつその手を取る。

（……あれ？）

　一瞬疑問を覚えたのは、ラティファの手がものすごく大きかったからだ。エミーリアの手も大きい方だと思うが、それよりもさらに一回り大きい。

　指も節くれだってごつごつしているから、王族の女性の手というよりは、騎士の手を連想させる。

　爪はきちんと磨かれて、薄いピンクの染料が塗られているが、手入れが行き届いていないのだろうか。少しがさがさしていた。

（……私も人のことは言えないしなー）

　体調を整えるための運動と称して、布で作った人形に拳や蹴りをたたき込むのが日課のせいで、エミーリアの手もごつごつしているし、クリームでの手入れを忘れることも多々ある。貴族令嬢としては、手入れできていないのは認めざるをえない。

　それに、ラティファも剣をたしなんでいるという可能性もある。後でクリームを塗って、マッサージだけしてあげよう。

　部屋に案内し、歓迎のパーティーに合わせて衣服を改めるという彼女のために浴室を用意する。

「では、こちらでご入浴を……お支度はどちらがお手伝いしましょう？」

　ドレスを着るのに、侍女の手は必要だろう。だが、ラティファは首を横に振った。

「支度は、サイデルに任せるのでかまいません」

「……へ？」

　思わずシンシアと顔を見合わせてしまった。

　だって、サイデルはどう見ても男性で……王女のお支度をするのが男性使用人でいいのだろうか。

「サイデルは生まれた時から私の世話をしてくれているの。改めて気にしなければならないような相手でもないし」

　ラティファは微笑んでいるけれど、サイデルはなんとも思っていないのだろうか。

　アザール王国には、そんな風習があると聞いた覚えもないけれど、ここは客人の希望にお任せするしかないが。

「かしこまりました。では、手が必要になったらお呼びくださいませ。隣に控えておりますので」

　シンシアの方はもう少し冷静だった。呆然と立っているエミーリアの後頭部に手を添えて、恭しい仕草で一礼させる。

（世話役ってそういうことも含めてなんだ……）

　他国の事情に口を出すべきものではないとわかっているけれど、少し、いや、かなり驚かされた。

「エミーリア、シンシア。歓迎会では二人に付き添ってもらいたいから、先に着替えてきてもらえるかしら。支度ができたら、隣で待機してくれる？」

　二人にそう告げる声音は優しかった。もう一度一礼してから、二人揃って部屋を後にする。

「コルセット締めるのに手を貸した方がいい？」

　廊下を足早に歩きながらエミーリアはシンシアにたずねた。社交の場に出るのであれば、侍女の制服からドレスに着替える必要がある。

「そうしてもらえると助かるわ。私も手伝う」

「私は、背中のボタンだけ留めてくれたらいい。コルセットはつけないから。じゃあ、支度して待っててちょうだい」

　自分の部屋に行き、こういう時のために実家から用意してきたドレス一式を持って、シンシアの部屋へと向かった。

　エミーリアが部屋に入った時には、シンシアのドレスはベッドの上に投げ出されていた。その横でさっさと下着だけになったシンシアが待っている。

　なにしろ、急いで支度をして戻らなければならないのだ。入浴しているラティファより支度に手間取るようでは問題だ。

「はいー、息吸って！　止めてー。うりゃっ」

「……ふぅ」

　シンシアを柱に掴まらせておいて、エミーリアは一気にコルセットの紐を引いた。こうやって、体形を整えて、腰を細く華奢に見せるのだ。

「もうちょっといっとく？」

「……遠慮しておくわ。うちの侍女よりよっぽど優秀ね、あなた」

　エミーリアは、鍛え上げて割れた腹筋のおかげでコルセットをしなくてもほどほどに細く見える。それで充分だ。

　というか、そもそもこの国の女性は痩せすぎなのだ。

　シンシアが選んだのは、薄いピンクの地に赤があしらわれているドレスだった。侍女として参加するということを考慮してか、いつもよりいくぶん動きやすそうなものだ。

　それから今度は、彼女がエミーリアの着替えに手を貸してくれる。背中のボタンを留めながら、シンシアは感心したように言った。

「本当にコルセットいらずなのねぇ……」

「まあね。締め付けるの好きじゃないし」

「あなたの美容体操のおかげでだいぶましにはなったけど、まだコルセットは当分手放せそうにはないわ」

　妃教育の最中、必死のダイエットのために痩せ薬で倒れたことのあるシンシアは、今でももう少し痩せたいと思っているようだ。

　エミーリアのドレスは淡い水色のもの。装飾は控えめだが、例外として襟元にだけはふんだんにレースをあしらっているために地味には見えない。

　銀とサファイアの髪飾り、それから揃いの首飾りをつける。シンシアは、ルビーと真珠でまとめていた。

「じゃあ、化粧だけちゃちゃっとやって、控え室で待ってるから！」

　互いに髪が崩れていないかチェックしたところで、大急ぎで自分の部屋に戻る。机の上に置かれている鏡を見ながら、メイクを仕上げた。

「君、ずいぶんばたばたしてるねぇ」

　まだ大半が空の本棚に陣取ったルイは、慌ただしいエミーリアとは対照的にのんびりしている。山のように置いておいたおやつは完全に消えていた。

「侍女モードを発動しないといけないから……そうだ、ルイ。悪いんだけど、テラスで待機しててくれる？　何があるかわからないし」

「何かありそうなの？」

　ルイは首を傾げ、エミーリアは肩をすくめた。

「何もないとは思うけど、ラティファ殿下がこちらの貴族と顔を合わせるのは初めてだし……視察とか友好を深めるためって話だけど、こっちに避難してきてる意味もあるって聞かされたら心配にもなるでしょ」

　そういう事情ならば、何かあってもおかしくはない。

　幸いエミーリアには、ルイという頼れる……うん、たぶん、頼ることのできる相棒がいる、問題ない。

「やってもいいけど。じゃあ、あとで生ハム持ってきてくれる？」

「取ってくる暇、あるかなぁ。なかったら、厨房から何かもらってあげるから、それで許してちょうだい」

　ちょっぴり不満顔になったルイを残して、エミーリアとシンシアの控室となっているラティファの隣の部屋へと向かった。

　この部屋に置かれているのはいたって質素な家具だ。

　テーブルが一つ、それに向かい合うように置かれたソファが二つ。ソファはそれぞれ三人ずつ並んで座れそうな大きさのものだ。

（それにしてもアザール王国の風習はよくわからないわね）

　前世が日本人のエミーリアは、グランディール王国の女性達と比較すると羞恥心は薄い方だ。

　たとえば、こちらの女性は胸元を大きく開けて胸の谷間を見せるのには慣れているが、長いスカートの陰に隠された脚、特に膝から上を見せるのにはものすごい抵抗がある。

　以前、あまりの暑さに耐えかねてドレスの裾をばたばたやって中に風を送り込んでいたら、母が卒倒しかけたことがあった。

　そんなエミーリアであっても、男性に着替えを手伝わせるかと言えばまた別だ。子供の頃から側にいる使用人が手伝ってくれると言っても、基本的には遠慮するだろう。

（……子供の頃からなら、慣れっこなんだろうけれど）

　アザール王国には、そんな風習があったのだろうか。

　シンシアが来たら聞いてみようと思っていたら、先に顔を見せたのはサイデルだった。

「ウィンボーン子爵令嬢……一つ、聞いてもかまわないか」

　彼の方も、着替えを終えたようで、こちらの国では見ない雰囲気の紺の衣服を着用していた。上下が同じ布で仕立てられ、金糸で刺繍が施されていて、とても華やかだ。

（ひょっとしたら、ものすごいお偉いさんの息子とかなのかもね）

　ただの世話係にしては、洗練され過ぎている。物腰にも隙はない。

「私でお答えできることであれば」

「なぜ、ダール豆を取り寄せようと？」

　もともと、ダール豆はアザール王国で栽培されているものだった。

　アザール王国では、人間も食べるが、家畜の餌として活用されている面の方が大きいらしい。あえて輸入してまで人間が食べる意味が、彼にはわからなかったのかもしれない。

「誰から聞いたのか、忘れてしまったのだけど……ダール豆は非常に美容にいいって家に出入りする商人が教えてくれたんです」

　本当は、エミーリアの守護天使であるルイに教えてもらった情報なのだが、ルイのことは他の人達には内緒だ。

　ウィンボーン子爵家にはたくさんの異国の商人が出入りするので、異国の商人から聞いたという言い訳は、とても便利である。

「それが、何か？」

「そうか。ああ、いや、たいした話ではないんだ。急にダール豆の輸出量が増えた理由が気になって。調べてみたら、ウィンボーン子爵家の令嬢がきっかけだったそうだから」

「その話は間違いではないですね。妃教育を受けている間、従姉妹に食べさせたくて取り寄せたんです。従姉妹が健康的に、そして美しくなったので女性の間で人気が高まったようですね」

　そんな話をしながら、じーっとサイデルを確認する。

　いくら身の危険を感じ、こちらに表敬訪問という理由で訪れたにしても、供がサイデル一人というのはあまりにも不自然だ。

（やっぱり世話役兼護衛ってとこなんだろうなー。こうして見ても、隙がないもんなー）

　護衛も兼ねている可能性の方が高そうだ。とはいえ、サイデルのことは護衛の数に加えるのはやめておこう。

「やだ……私、ずいぶんお待たせしてしまったかしら」

　そこへシンシアが慌てた様子で飛び込んできた。

「そんなことはない。ただ、私とこちらの女性の支度が早く終わっただけだ」

「私も今来たところ。気にしないで」

　シンシアに向かって、エミーリアは手をばたばたと振る。

　夜会仕様に仕上げたが、今日のエミーリアは主役ではなく付き添いだ。悪目立ちしないよう、派手なメイクはしていない。

「それならよかったけれど」

　胸に手を当てたシンシアは、ほっとした様子になった。

（お父様と話をする機会があればいいんだけど）

　今日、実家の父と会話をする機会が取れなかったら手紙を書いておこう。それも、ルイに届けてもらえばすぐに返事が来る。

　いつの間にか、守護天使を郵便配達人としても活用し始めているわけだが、小さなことは気にしない。

「あなたのおかげで、我が国とグランディール王国の仲は非常に良好なものとなった」

　サイデルは、改めてエミーリアに向かって頭を下げた。

　感謝されて少し困った。エミーリアにとっては、クリスティナを王太子妃にするための手段でしかなく、両国の仲を友好的なものにしようなんて意図はまったくなかったのだ。

「あー、それは私のおかげではないですね。ダール豆を大量に入手したのは、父の手腕です。大量消費は……貴族の令嬢達のおかげ、かな？」

「エミーリアが言っているのは、ダール豆のことでしょう？　スープにするのもおいしいけど、私はペーストにしてパンに塗るのが好きかしら。お国ではどんな調理方法で召し上がるのですか？」

　あとから会話に加わったシンシアだったけれど、サイデルは彼女の質問には答えなかった。顔を上げたかと思うと、彼の目が隣室に向けられる。

「姫様がお呼びのようなので、失礼する」

　隣室のラティファが、どうやってサイデルを呼んだのか見当もつかなかった。シンシアと話をするのが面倒だったのだろうか。

「……とっつきにくい人ね」

　ぼそりとシンシアが言い、そうねぇとエミーリアも同意する。

　会話が始まったかと思えば、あっという間に話は打ち切られてしまう。友好を深めるための努力をするつもりはあまりなさそうだが、それでいいのだろうか。

「そう言えば、アザール王国の王族の人って、男の人に身の回りの世話をさせる習慣でもあるの？」

「ああ、サイデルさんとラティファ殿下ね。私の知る限りでは、そういう習慣はないと思うけど」

　先ほどから気になっていた問いをシンシアに投げかけてみれば、彼女はあっさりと肩をすくめた。

「あ、やっぱり。それなら、やっぱりワケアリなのかしらね。こういう状況だし」

　人の国の事情に口を突っ込むつもりもない。たずねたのは、ただの好奇心が理由だ。

「あら、単に私達を警戒しているという可能性も否定できないわよ。コルセットの紐を締めるのに背中を向けてる時なんて、ものすごい無防備だもの」

「……え？」

　その可能性までは頭になかった。たしかに先ほどシンシアのコルセットを締めるのを手伝ってやった。

　あの時、シンシアはこちらに背中を向けていたわけで、後ろから殴り倒すとか切りつけるとかしようと思えばたしかにできた。

「サイデルさんって、乳兄弟とかそういうレベルでの親しい相手なんだと思う。ただの主と部下にしては二人の距離ってちょっとおかしいし」

「そうよねえ」

「でも、私達が気にするところではないわよ。できるだけ居心地よく過ごしていただけるように気を配りましょう」

　シンシアがそう言って話を終えてしばらくすると、改めてラティファの部屋に招き入れられる。

　ラティファが身に着けているのは到着した時同様赤いドレスだった。

　金糸で刺繍がびっしり施された襟は喉元までぴったりと覆っているし、ドレスの袖は手首まで届いている。手には白いシルクの手袋をしていた。

　この国の女性達は皆、露出度が高いドレスをまとっているから、彼女の姿は少し浮いて見えた。

（アザール王国とは流行が違うのだろうし、よくお似合いだし）

　こちらの流行とは多少違うが、舞踏会に出るのにふさわしい華やかさのあるドレスだった。異国の風情のあるドレスは、彼女によく似合っている。

「御髪だけ少々直してもかまいませんか？　横が少し乱れているようですので」

「お願いできるかしら」

　シンシアがラティファの髪を整えている。その様子をじーっとサイデルが見つめていて、エミーリアはそのサイデルをじーっと見ていた。

（……うーん）

　ひょっとして、サイデルとラティファの関係は、シンシアの推測通りなのかも。

　今だって、何かあれば許さないぞと言わんばかりの勢いで、シンシアの手元をにらみつけている。

「……何か？」

「いえ、失礼しました」

　凝視されていることに気がついたサイデルが、こちらへと鋭いまなざしを向ける。あたふたとして、エミーリアは視線をそらした。

（やだな、なんだか……）

　ジャレッドやキースの花嫁の地位を狙ってやってきたと事前に聞かされていたからかもしれない。

　こちらの国に来た主目的は、アザール王国から距離を置くことだと聞かされても、ラティファに対する警戒心がこみ上げてきて、それを殺すのに苦労しそうだ。

　支度を終えたラティファを広間に案内した時には、たくさんの貴族達が集まっていた。次から次へとやってきてはラティファに挨拶をし始める。

　あまり派手に動き回るわけにもいかないので、エミーリアはラティファの側に控え、シンシアもラティファを挟んで反対側に陣取っていた。

　三人から少し離れたところでは、サイデルが周囲に警戒の目を向けている。

「オルブラッド伯爵です。お見知りおきを」

「クレイン男爵です。どうぞよしなに」

　そんな彼らに向かって、ラティファは愛想のよい笑みを振りまいている。それが作られた微笑みであることにエミーリアはすぐに気がついた。

　よくわかる。かつて、エミーリアも同じような笑みを振りまいていたから。

　貴族たるもの、自分の腹を見せてはならない。腹の奥で何を考えていようが、唇には愛想のよい微笑みを浮かべて相手に向き合うもの。

（ラティファ殿下、こちらの貴族達の中で誰が助けになりそうか見定めているのかしら）

　アザール王国は今、不安定な状況だ。こちらの国に身を寄せるにあたり、後ろ盾になってくれそうな相手を見つけようとしているのかもしれない。

　国外から嫁いでくるのなら、グランディール王国内の後ろ盾は必要だ。

　そんなことを思いながら、ラティファに群がる貴族達の向こう側に目をやったら、キースがたくさんの令嬢達に囲まれているのが見えた。

　ジャレッドがクリスティナ以外迎えないと宣言している以上、残っている王子はキースだけ。

　王族入りを目指すグランディール王国内の令嬢達は、皆、キースの妃の地位を狙っている。

（皆、頑張るな……って、グウェンダリン嬢、素早いし！）

　集まった貴族令嬢達を蹴散らして、キースの隣に陣取っているのはグウェンダリンだ。

　少し前まで開かれていた妃教育では、ジャレッドの側に張り付いていたことを考えると、その変わり身の速さには感心してしまう。

　そんなことをしている間に主立った貴族達が挨拶を終え、ようやく子爵であるエミーリアの父の順番が回ってきた。

　今日、この場でラティファと面会の機会をもらえたというのは、ウィンボーン子爵家としてはかなりの名誉だ。

「……ラティファ殿下。こちらが、私の父です」

　父は、娘であるエミーリアには甘いのだが、商人としてはなかなか冷徹な一面を見せる男だ。

　そして、娘の口から言うのもどうかと思うが、なかなかの美中年でもあった。母も、若い頃はその美貌でグランディール王国内に名をとどろかせていた。エミーリアの容姿は二人のいいとこ取りだ。

「あなたがウィンボーン子爵。一度お会いしたいと思っていたの……今日、お会いできてよかったわ」

　ラティファは鷹揚な仕草で、父の方へと手を差し出す。その手を取り、父はうやうやしく挨拶した。

「……今後とも、よしなにお願いいたします」

　そう言った父は、もう一度丁寧に挨拶するとエミーリアにちらりと目を向ける。わずかにうなずけば、父も目で返してきた。

「――ラティファ姫、一曲お相手願えるだろうか」

　周りに群がる令嬢達を蹴散らしたキースがやってきてラティファに手を差し出した。そのとたん、サイデルの肩が跳ね上がったのにエミーリアは気がついた。

「もちろん、喜んで」

　ラティファは、差し出されたキースの手に自分の手を重ねる。

　それを見ていたら、なんだかもやっとした。なんでもやっとしたのかその理由がわからないまま、シンシアの方に目をやる。

　シンシアは、というと完全にキースには興味がないようだった。彼女の視線は、広間中にあますところなく注がれていて、何かを見つけ出そうとしているみたいだ。

　と、少し離れたところで振り返ったキースと目が合う。すると彼は、こちらに片目を閉じてきた。

（……今の、何？）

　なぜ、こちらにウィンクしてくるのだ。

　キースの誘いには、笑みを浮かべて応じたラティファがフロアへと進み出る。それをぼうっと見送っていたら、グウェンダリンが寄ってきた。

「キース殿下ったら……私とは踊ってくれなかったのに！」

「侍女としての役割、先に果たしましょうよ」

「クリスティナ様はとっくに、ジャレッド殿下と踊りに行ってしまったもの」

　グウェンダリンは、深々とため息をついた。

　それから背後に立っていたサイデルに気がついて、グウェンダリンの目がキランと輝いた。

（――獲物を見つけた目――！）

　その表情にエミーリアはひきつった。

　果たして、満面の笑みを浮かべたグウェンダリンは、ゆっくりとサイデルに向かって歩み寄った。

「一曲、お相手願えません？」

　見事な積極性である。

　このくらい積極的でなければ、王族入りなんて狙えないのかもしれない。

「喜んでお受けいたします。お美しい方」

　そう言われて、グウェンダリンがぱっと頬を染める。あのグウェンダリンを赤面させるとは。

（サイデルさんもやるわねぇ……）

　言葉にするわけにはいかないので、つい心の声ばかりが大きくなる。

「え、ええ……よろしくてよ」

　頬を染めながらも、グウェンダリンはちらりとエミーリアの方に勝ち誇ったような目を向けてからフロアへと出ていく。なぜ、そこで勝ち誇ってみせるのだ。

「グウェンダリン嬢も素早いわね」

　エミーリアの隣でその光景を眺めていたシンシアが、苦笑いしたけれど、その笑いは嫌な感じのものではない。

　どちらかと言えば、グウェンダリンに感心しているという雰囲気の方が大きかった。

「彼女らしいんじゃないの？　キース殿下を狙うって言っていたけど……こういう場では楽しんだ者勝ちでしょうし」

「あなたは楽しまないの？」

　シンシアに問われて、エミーリアは肩をすくめた。

「正直なところ、よくわからないのよね。こういう場でどう振る舞うべきかって」

「あら、今までちゃんとやっていたように見えていたけれど」

「あれは、ほら……婚約者がいたから。難しくなかったのよね」

　先方の心変わりで婚約が破棄されるまでは、エミーリアには幼い頃から決まった婚約者がいた。

　だから、こういう場でエミーリアに近づいてくるのは、あくまでもこの場を楽しみたいという人か、あとは父とよしみを持ちたい人。そういう相手のあしらいかたは心得ている。

　けれど、今のエミーリアは婚約を破棄されたフリーの身。

　この国の美女の基準からすれば若干ごつい体格なのだが、顔はいい。

　子爵家とはいえ、実家は国内有数の資産家。おまけに仲のよい従姉妹は未来の王妃様。

　この国最高の花嫁教育である『妃教育』もクリアしているということもあって、今のエミーリアは『超優良物件』なのだ。

「正直、相手にどう対応したらいいかわからないって言うか……どうしたらいいのかしら？」

「……それを私に言われても困る」

「でしょうね。私だって困るくらいなんだから――シンシアは、ここにいていいの？」

　実家をもり立てるために女官になったシンシアは、これからどうするのだろう。エミーリア同様、シンシアも『超優良物件』なのは間違いないところだ。

　エミーリアの真剣な問いに、シンシアもまた真剣に答えてくれた。

「もちろん、結婚を諦めたわけじゃないわよ。いい相手がいたら、結婚はする――実家と私のためになる相手ならっていう条件は譲れないけど。あとは、女官としてのお勤めもできる間は続けたい」

「それは、凄いと思う」

　シンシアの将来設計にも素直に感心した。

　優秀な女性であれば、女官は誰にも門戸が開かれているが、妃教育を終えて女官となった例は少ない。少ないというか、現時点でエミーリアとシンシアの二人だけだ。

　侍女としての参加、つまり行儀見習いの一環として参加したエミーリアはともかく、王太子妃候補者として参加していたシンシアが女官になったのは、例外中の例外だろう。シンシアの立場なら、政略結婚をするのが当然だからだ。

「当たり前でしょう。うちの兄ができた人なら、私ももうちょっと楽ができたのに」

　なんて言いながらも、シンシアはけっこう楽しそうだ。

　彼女なら女官勤めをしながら、納得できる結婚相手に出会えるかもしれない。

（……そうね、私もしっかりしないと）

　そんなシンシアを見ながら、改めて決意を固める。

　かつて、エミーリアが日本人として生きていた頃。

　不幸な事故の結果とはいえ、父から託された夢を途中で諦めざるをえなかった。その事故をきっかけに、前世のエミーリアと父との仲はこじれることになった。

　こちらの世界に生まれ変わって、見つけた新たな目標。今度こそ、自分の夢を自分の力で叶えたい。

「キース殿下、こちらにはもう来ないのかしら」

「来ないんじゃないかしら……だって、ラティファ殿下とずっと一緒にいるし」

　いつの間にか、あれから三曲目に突入していた。キースはラティファを解放することなく、二人はずっと楽しげに踊っている。

　それを見たら、なぜか胃のあたりがぎゅーっとなる。

（何だろ……ストレス感じるようなことがあったっけ？）

　首を捻って考えてみるけれど、今のところ、心配しなければならないことはない――と思う。

　ラティファを出迎える準備に多少気は使ったが、胃が痛くなるほどではなかったはず。

（……うーん）

　キースとダンスを終えたラティファに、すかさずグウェンダリンを離したサイデルが近づく。そして、彼女の手を取るとこちら側へと連れ戻してきた。

　ラティファを離したキースの周囲に、また令嬢達が集まる。その中にグウェンダリンがいるのを見て、エミーリアはくすりと笑った。

　機会があればもぎ取りに行くのは、実に彼女らしい。

「あなた、キース殿下のことは気にならないの？」

　戻ってきたラティファが、好奇心のまなざしをエミーリアに向ける。サイデルは無表情で彼女の背後に立った。

「……えっとですね」

「ここに座って、話を聞かせてほしいわ」

　どう説明したらいいのだろう。政略結婚的な意味とか、恋愛感情的な意味でキースに興味があるわけではない。それどころではないのだ。

　だが、それをラティファに理解してもらえるとも思えない。

「キース殿下は、将来有望な女官であるエミーリアに興味をお持ちなのですよ。エミーリアは、女官になったばかりで、仕事以外頭にないんです」

「そうなの？　では、シンシア……あなたは？」

「私も、エミーリアと同じですね。覚えなければならないことがたくさんあるのです」

「女官って、大変なのね」

　今度は婚約者であるクリスティナとのダンスを終えたジャレッドがやってきて、ラティファをダンスへと誘う。それを受けたラティファは再びフロアへと出ていった。

（お客様の相手をしないといけないのもわかるけれど、クリスティナをあまり放置してほしくないな）

　あの時はクリスティナ一人だと宣言していたのに……とはいえ、外国からのお客様であるラティファを誘うのは礼儀にかなったことでもあるし、エミーリアなどが口を出せるところではない。

　クリスティナはといえば、ダンスはグウェンダリンとメイリーに任せてしまったようで、少し離れたところで他の貴族達との親交を深めている。以前と比べると、積極性も出てきたみたいだ。王太子妃になるという自覚も出てきているのかもしれない。

　と、集まる令嬢達を蹴散らしたキースが、まっすぐにこちらに向かってくる。

「エミーリア嬢、相手をしろ」

「なんで、私には命令形なんでしょうか……」

　エミーリアはじっとりとした目でキースを見上げた。ラティファは丁寧に誘っていた癖に、エミーリアには命令するなんてなんだか嫌だ。

　先ほどからのもやっとたり、胃がぎゅーとなったりしたことを思い出して、素直に彼の手を取れない。

（……なんだか、嫌だな）

　無礼なのはわかっていても、むっとした表情は隠せなかった。

「……一曲、お相手願えますか？」

　ソファに座っているエミーリアの前に、改めて手が差し出される。この手を取っていいものかどうか迷ってしまって、またもじもじとした。

（……だって、なんだか悪い気がする）

　こんな風に落ち着かないなんて、何か間違っている気がしてならない。

「こちらは、お任せくださいませ。なんなら五曲くらい戻らなくても、問題ありません」

「ちょ、シンシア？」

　裏切られた！

　シンシアが強引にエミーリアを立ち上がらせ、ぐいっとキースの方へ押しやる。

　しっかりみっちり鍛えているはずなのに、背中を押されてよろめいた。体勢を崩したエミーリアを、さっとキースが受け止める。

「……なっ、す、すみません……！」

　正面からキースの胸に体当たりする形になって、赤面した。こんな風になるなんて、自分でも信じられない。

「では、五曲の間借りるぞ」

　いくらなんでも、五曲はない。婚約しているわけでもないのに、連続で踊るのはマナー違反である。

「どうぞ、どうぞ行ってらっしゃいませ」

「ちょっと、シンシア！」

　キースは遠慮なくエミーリアを引っ張り出し、シンシアがひらひらと手を振って見送ってくれる。いつか、お返しをしてやろう。

（……別に、こういうのを望んでいたわけじゃ）

　エミーリアは心の中でつぶやいた。

　キースのことは嫌いではない。どちらかと言えば、好意があると思うけれど。

　顔を上げられない。

「……そんな嫌そうな顔をするな」

「別に嫌ってわけじゃ……ない……です……け……ど……」

　往生際が悪い。自分でも、そう思ってしまう。

　自分の考えが異端なのはわかっている。

　キースに誘われたら、きっと他の人はもっと喜ぶだろう。エミーリアだって、嫌なわけではないのだ。

　想われるのは嫌ではないのに、受け入れられない。申し訳なくて、正面からキースの顔を見られないだけ。

「まあ、いいや。今が楽しければ」

「殿下は、それでいいのですか？」

「いいんだ。今はエミーリア嬢を独占しているし？　今の俺は、他の女性には興味ないし？」

　今、この人とんでもないことを言わなかっただろうか。言葉が出てこなくて、ただ、目を瞬かせる。

「もちろん、エミーリア嬢の意思は尊重する――ので、俺はちょっかいを出すにとどめておく」

「ちょっかいって！」

　なんてことを言うのだろう。別にいらついたわけではなくて、逆におかしくなってきた。エミーリアが怒るぎりぎり一歩手前のところまで巧妙に攻めてきては引くというか。

「そのくらいは許してくれてもいいだろ？」

「……別に、許す、とか――許さない、とか」

　だめだ。キースの前に出て、こんなにぎくしゃくしたことってなかった気がする。

　でも、よく考えたらキースとの付き合い自体それほど長いというわけでもないのだ。

「――って、何やってるんですかっ！」

　気がついたら、フロアの中央まで引っ張り出されていた。まったく、油断も隙もない。

「本気で五曲付き合えとは言わない。一曲ぐらい、いいだろ。付き合え」

「つ……付き合えって……！」

　本当に、油断も隙もないとは思っていたけれど――まったく、キースにはかなわない。

　よく考えたら、彼とこうやってダンスをするのは、妃教育の最中開かれた舞踏会以来だ。

（……困る）

　やっぱり、ものすごく困ってしまった。ダンスの一つや二つ、軽々とこなせなければ問題なのに。目の前のキースの顔を見ると否応もなくドキドキしてしまう。自分の気持ちが制御できないのは困る。

「ええとですね、殿下」

　ラティファとはどうするつもりなのだろうと口を開きかけ、それは自分の問うべきことではないと口を閉ざす。

　キースのリードが巧みなのは、前回経験済みだ。何も考えなくてもついていくことができるけれど、頭の中が真っ白で、何を話せばいいのかもわからない。

「……あれ？」

　気がついた時には、一曲終わってしまっていた。そそくさとシンシアの待っているところへ引き上げようとすると、ぐっと腰を掴んで引き戻される。

「あの……何か……って――何するんですかっ！」

　ふっと頬をキースの唇がかすめる。

「なっ、なっ、次やったら……」

　さらに言葉を重ねようとしたエミーリアだったけれど、四方八方から突き刺さる視線に固まった。

　グウェンダリンの視線が特に痛い。

「――また、あとで」

　言うなり、キースはするりと身を翻して行ってしまう。残されたエミーリアは、頬に手を当てた。

　――やられた！







※３に続く



















【電子書籍限定ＳＳ】

◇◇　王子殿下は子爵令嬢が気になってしかたない












「キース、彼女とはどうなっているんだ？」

　朝食の席、いきなり兄から言葉をかけられて、キースは飲んでいたコーヒーを吹き出しそうになった。兄の言う「彼女」が誰のことなのか、キースももちろんわかっている。

　エミーリア・ウィンボーン。ウィンボーン子爵家の令嬢である。

　ウィンボーン家は、先代がたいそう有能だったらしく、一代にして財を築き上げ、男爵の地位を得た。

　当代の当主もまた有能で、若い頃から国にとって有益な提案を次々と行い、国力を増大させるきっかけを作った。そして、今の令嬢が生まれた頃に子爵の地位を授かったのである。

　侍女として妃教育に参加したエミーリアに好意を寄せるようになったのは、否定しない。求婚の手紙を出すにあたり、両親の許可もきちんと得た。

　兄の妃に内定しているクリスティナは、エミーリアの従姉妹だから問題になるかとも思ったが、クリスティナは名門伯爵家の娘だ。

　むしろ王家にとっては古い家系からも新興の家系からも妃を迎えることになるわけで、ある意味都合のいい縁談であるという面も否定はできないらしい。

「――断られたと、兄上もご存じでしょうが」

　今日は父である国王も、母である王妃も、それぞれの公務で朝早くから留守にしている。

　兄と二人きりでの朝食は久しぶりで、だからこそ兄もこのタイミングで話を持ち出してきたのだろう。

「そうだね。でも、諦めてないんだろう？」

　パンを手に取りながら笑った兄は、すべてを見透かしているようだ。こちらに向ける笑みに邪気がまったくないのがわかるから、返答に困る。

「それは、まあ」

　兄とこういう話をするのは初めてだ。視線を落として息をつく。

　諦めるつもりはない。エミーリアの方も、そこまで拒んでいるわけではないと、わかるからなおさら。

　もちろんずっと以前から、ウィンボーン子爵家に令嬢がいて、エミーリアという名であることは知っていた。直接の面識はなかったが、顔も知っていた。

　だが、最初に「エミーリア・ウィンボーン」を個人として認識したのは、妃教育が始まった日のことだった。

　ペットを連れてきている令嬢は何人もいたが、エミーリアの連れていた白いオウムが特に目についたのは、それ以前に行われた夜会で兄に水をかけて逃げたのが、白い鳥だったからだろう。

　正直、その鳥にも好奇心をそそられたが、飼い主のほうがもっと興味深かった。妃教育が始まる前にすべての参加者は調査してある。

　長年の婚約者が、他の女性に心変わりしたことによって、二人の縁は切れた。

　婚約破棄が原因だったのだろうか、それ以前はおとなしい女性だったというが、妃教育に参加しているエミーリアは、その評判とはまったく違う女性に見えた。

　従姉妹を呪っていた相手を自分で見つけ出そうとするわ、妃教育に参加していた令嬢を誘拐しようとした犯人を素手でぶちのめすわ、悪者の家に乗り込んでいくわ、やりたい放題である。

　もっとも、最後の件は自分の依頼によるものであったので、キースも責任は感じている。

　集まっていた令嬢達が兄だけではなく、キースの関心を引こうとしていたのに、キースの顔を見る度、そっと離れようとしていたのも面白かった。

　――目が離せない。

　妃教育が終わってからは、女官試験の勉強に集中していたらしい。

　エミーリア宛ての求婚状はすべて、お断りの返事があったそうだ。キース自身が、国王である父に頼んで送ってもらったものも含めて。

「兄上……彼女には、彼女の目標があるんですよ」

　父に言えば、王命で縁談をまとめるのも無理ではない。

　けれど、それをしたらエミーリアはキースに向ける感情をゼロにするだろう。今はやや好意に傾いてはいるが が、あくまでも友情の延長によるもの。強引に話を進めるのは悪手だ。

「今は、チャンスをうかがっているところです。時間をかけて、少しずつ」

　やや強引にふるまっているのは否定しないが、エミーリアとの距離は少しずつ近づいている。たぶん、きっと、そう望みたいところだ。相手は自分の夢に邁進している相手なので、そのあたりは確信が持てない。

「……それなら、いいが。と、アザール王国のほうがきな臭いんだ。お前に動いてもらうことになる」

「それは、もちろん」

　アザール王国は、近ごろ王太子が死去したことで後継者争いが激化しているらしい。自ら王太子争いからは下りたと宣言する者、積極的に乗り出す者、自分の立ち位置を明らかにしない者と王子達の選択もそれぞれだ。

「詳しい話は、午後、父上が戻ってきてからだ」

　兄の言葉に、キースは隣国の情勢を思い浮かべる。第二王子とは顔を合わせたことがあるが、あまり好感を持てる相手ではなかった。彼が王になったなら、この国へ侵攻してくる危険性がぐんと上がる。

「わかった」

　アザール王国についてもう一度資料を見直しておこうと思いながら、兄に返事をする。

　まさか、数日後にはアザール王国の王女を受け入れることになるとは、この時のキースは予期していなかった。

　それをきっかけにエミーリアとの関係が、大きく変化することも。









本書は、『婚約破棄されたので王宮の裏ボス目指します！』（２０１７年５月アルファポリス刊）及び『婚約破棄されたので王宮の裏ボス目指します！２』（２０１７年12月アルファポリス刊）を大幅に加筆修正のうえ、全３巻に再編集しました。
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